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序

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所では平成20年から平成22年にかけて、 JR

沼津駅付近鉄道高架事業に伴う商通北遺跡の発掘調査を実施してきました。発掘

調査では、主に弥生時代と奈良・平安時代において、当時の人々の生活の一端を

窺えるような、多くの成果をあげることができました。

西通北遺跡の位置する沼津市片浜地区は、北に愛鷹山、南に駿河湾を望み、特

に駿河湾に面し隣接する千本松原は、東海道の景勝地のーっとして親しまれてい

ます。また、この地域は、愛鷹山南麓に広がる浮島沼として著名な低湿地帯の東

縁部に位置しており、海から湖沼を経て陸地化を果たした特異な自然環境下にあ

ります。そうした環境変化を背景にしていたためか、当地域における原始の人々

の生活については、今まで不明な部分が多く残されていました。今回の調査では、

現在の沼津市域低地部が海から陸地へ変化していく過程で、丘陵部カミら低地部に

移住し始めた最初の弥生時代人の活動痕跡を示す遺構・遺物を発見することがで

きました。

また、当研究所としても、静岡県東部地域において低湿地遺跡のまとまった面

積を調査するという点において、今回の調査は数少ない調査事例のーっとなりま

した。地域の知られざる歴史に迫り得る成果をあげることができたことを喜ばし

く思うとともに、本書で報告される調査成果が、広く一般の方々の自に触れ、埋

蔵文化財に対する理解と、郷土の歴史に対する関心を高めるための一助となり、

多くの研究者の方々に活用されることを祈念してやみません。

最後になりましたが、発掘調査および資料整理並びに本書の作成にあたり、静

岡県沼津土木事務所、静岡県教育委員会、沼津市教育委員会をはじめとする関係

諸機関の御支援・御協力に感謝するとともに、調査に御理解頂いた地元の皆様に

厚くお礼申し上げます。

平成23年 3月

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長石田彰
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トコンベア等によって調査豆外へ搬出するととも

に、排土はパックフォーによって整形をした。検

出した遺構に関しては、遺構掘削を行い、遺物が

集中的に出土する箇所では丁寧に土を剥がし、遺

物の出土状況を忠実に現出させるように努めた。 I 1層

遺構の検出状況や土層断面などの記録保容には 全盟恒一

主に 6x 7判(モノクロ・カラーリバーサノレ)カ

メラを用い、特に重要な写真に関しては4x5判

カメラを用いた。また、発掘作業の工程記録等に

は35卿判(カラ}ネガ)やデジタノレカメラを使用

した。全景写真や景観写真など、調査区完掘の節

目ごとにローリングタワーからの撮影やラジコン

ヘリによる空中撮影を実施した。

発掘調査の記録保存として現地において各遺構

の平面図や断面図等の図面を作成した。図化作業

5.000m 

にはオートレベルやトータノレステーションを使用 生盟E旦ー

し、遺構面直上出土遺物や重要遺物については、

E層

第 3節調査の経過

遺構検出面

出土地点の正確な国土座標値を記録するため、トー 第3図基本土層柱状図

タノレステーションでポイント取り上げを行った。

現地調査と並行して現地にて出土遺物の洗浄、注記作業等の基礎整理作業を行い、作業の効率化をは

かった。

第3節調査の経過

1.平成20年度本調査

西通北遺跡の調査対象面積は16，409rrfに及び、準備・撤去等を含め平成20年6用から平成22年 1月ま

での概ね 1年8ヶ月間の発掘調査を実施した。

委託契約締結後、調査のための事前準備を始めたが、現地での作業としては平成20年 6JH6日に仮設

事務所を設置し、同20日から調査区内の除草作業等、周辺の環境整備を開始した。 7月2日には、静岡

県沼津土木事務所・静岡県教育委員会・当研究所の 3者による、 1区および2区の表土除去前の土量測

点の測量確認検査を実施した(以下 13者立会いjと略称)。翌3日より重機による 1症の表土除去を開

始、同10日に終え、同15日には表土除去後の 3者立会いを行い、間17日から人力による包含層掘削を開

始した。 8月5日に沼津市主催の沼津駅周辺見学ツアーが実施され、親子連れが現地を訪れ、遺跡見学

を行った。 9且8日に 1区の包含層掘削を終え、同12日に包含層掘削後の 3者立会いを行い、同17日か

ら遺構掘削を開始した。遺構掘削と併行して写真・図化などの記録作業を行い、 10月20日に遺構掘削を

終えた。翌21日にラジコンヘリコプターによる空中撮影・写真測量を、同22日にはローリングタワーか

らの調査区全景撮影を行い、 1区における全ての調査を完了した。

10月27日には l区遺構掘削後の 3者立会いを行うとともに、重機による 2区の表土除去を開始した。

O. 7 rrfパックフォー 2台により、調査区東西両方向からの掘削を行い、 11月5日にこれを終えた。同10日

に表土除去後の 3者立会いを行い、同日から包含層掘削を開始した。長大な 2区での包含層掘削にあたっ

ては、人員をニ手に分け、南北両方向から掘削を進めた。 12月25日に 2区西半部(l28k540mライン以

3 



第 1章調査の概要

西)の包含層掘削後の 3者立会いを行った。平成21年 1月5日からは、 2区東半部の包含層掘削を進め

るとともに、検査を終えた 2区西半部の遺構掘削・記録作業も併行して開始した。 2月6日に 2区西半

部(l28k540mライン以西)のラジコンヘリコプターによる空中撮影・写真測量を実施した。 2月24日に

は、 2区全域の包含層掘削を終え、同27日には 2区東半部(l28k540mライン以東)の包含層掘削後の 3

者立会いを行い、遺構掘削・記録作業に移行した。遺構掘削作業の進展に伴い、 2区北部で検出されて

いた大型溝状遺構が、出土遺物等から弥生時代中期中葉に遡る環濠で、あろうことが判明した。 3月16日

には 2区の128k540mライン以東128k460mライン以西の範囲における遺構掘削作業を終え、同18日にこ

の範囲におけるラジコンヘリコプターによる空中撮影・写真測量を実施した。平成20年度の調査では、

2区の128k460mライン以東の遺構については未掘の状態であり、この範囲の遺構掘削作業については平

成21年度本調査にもち越されることになった。 3月26日には、沼津市主催の沼津駅周辺総合整備事業現

地視察が実施され、栗原裕康沼津市長、沼津市議会議員、沼津市職員の計32名からなる視察団が現地の

視察を行った。

2.平成21年度本調査

平成21年度の本調査は、 1区・ 2区の中間に位置する市道2551号線直下の 3区での調査から開始され

た。 4月22・23日に重機による表土除去を行い、同24日には 3者立会いによる表土除去後の土量測点の

測量確認を実施した。なお、盛土の除去を静岡県沼津土木事務所が施工し、あらかじめ土量測点を確認

していたため、表土除去前の測量確認を 3者立会いのもとで実施することはなかった。 3区の調査では

市道2551号線直下を掘削するため、調査期間中は市道2551号線に代わる迂回路を設営する必要が生じた。

市道2551号線に接続する第 3小諏訪踏切付近は迂回路を切り回すと車両通行が不可能となるため、でき

る限り早急に調査区の南端の調査を終えて市道を復元し、通行止めになる期間を短縮する必要があった。

このため、調査区を南北に 2分割したうえで、第3小諏訪踏切に隣接する調査区南半部を先行して調査

した。 4月27日より 3区南半部の包含層掘削を開始した。 5月1日には包含層掘削を終え、 3者立会い

を行った。立会い後の協議によって、 3区と隣接する 1区との境界が検出できず、 3区と 1区の境界を

確認する必要が生じた。この確認は、調査区を横断する道路等の切り回し工事を終えた時点で実施する

こととなった。同11日には遺構掘削に着手する。翌12日には遺構掘削を終え、同13日にはラジコンヘリ

コプターによる空中撮影・写真測量を実施、同14日には静岡県教育委員会による遺構掘削後の作業内容

証明立会いを行い、 3区南半部における調査を終了した。調査区北半部における調査は 5月14日から21

日までに包含層掘削を行い、同25日に 3者立会いを行った。同26日に遺構掘削を行い、翌27日にはラジ

コンヘリコプターによる空中撮影・写真測量を実施、同29日には遺構掘削後の 3者立会いを行い、 3区

北半部における調査を終了した。 3区と 1区との境界を確認するための調査(以下「拡張調査部分」と

/ 

写真1 重機による表土除去 写真2 人力による遺構掘削
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第 3節調査の経過

略称)は、 7且7日より着手し、人力による表土除去を行う。翌8日には表土除去を終え、同13日から

14日まで包含層掘削を行った。包含層掘削後、拡張調査部分からは遺構が全く検出されなかったため、

同14日をもって拡張調査部分における掘削作業を終了した。同17日には静岡県教育委員会による作業内

容証明立会い、同23日にはラジコンヘリコプターによる空中撮影・写真測量を実施し、 3区での全ての

調査を完了した。

6月には平成21年3月18日以来中断されていた 2区での調査が再開された。調査対象範囲は、 2区の

内、遺構が未掘状態にある128k460mライン以東の範囲 (3，173rrl)にあたる。 6月22日には 3者立会い

によって遺構掘削前の現地の状況が確認された。また、同日から掘削準備と遺構掘削・記録作業を開始

した。 7月18日には、地元住民を対象とした西通北遺跡の現地説明会を開催した。現地説明会の周知は

近隣5町内会の各町内会長に調査担当者作成の「お知らせ」を回覧して頂けるようお願いするにとどまっ

たが、当日来訪した見学者は78名を数えた。同30日にはパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、環濠を

対象に自然科学分析を行うための試料採集を現地にて実施した。 8月6日に、当研究所の保存処理室に

よって環濠の土層剥ぎ取り作業が行われた。同17日までに 2区の遺構を完掘した。翌日日にラジコンヘ

リコプターによる空中撮影・写真測量を、同19日にはローリングタワーからの調査区全景撮影を実施し

た。同20日に沼津市主催の沼津駅周辺見学ツアーが実施され、親子連れが現地を訪れ、遺跡見学を行っ

た。同25日には遺構掘削後の 3者立会いを行い、平成20年度から続いた 2区での調査を全て完了した。

10月17日には、当研究所と静岡県教育委員会主催の平成21年度遺跡調査報告会「静岡の原像を探るJが

静岡県立美術館講堂で開催され、「東駿河の弥生時代の始まり~西通北遺跡~J と題した発表を担当者が

行い、遺跡の周知を図った。

4区は工場跡地の直下にあたり、工場移転後の盛土除去から着手することになった。 9月中は 4区調

査の事前準備等を行い、 10月21日に盛土除去前の 3者立会いを実施した。翌22日より重機による盛土除

去を開始し、同29日にこれを終えた。翌30日の盛土除去後の 3者立会いを受け、 11月2日より重機によ

る表土除去を開始し、同 6日にこれを終えた。同 9日には表土除去後の 3者立会いを行い、同12日には

包含層掘削を開始した。包含層掘削作業を進める中で、当初設定されていた調査対象範囲(l28k363mラ

イン以西)の北東隅で東西方向に横断する溝状遺構が検出された。溝状遺構が設定された調査区のさら

に東側に延伸していることから、同30日に静岡県沼津土木事務所・静岡県教育委員会・当研究所の 3者

による現地協議を行った。協議では、溝状遺構がやや北に進路をとりながらも、調査区外の東側へのび

ていることを受け、調査区東端を一部拡張して調査を実施することになった。調査区内、溝状遺構の検

出状況、沼津市教育委員会が行った確認調査の成果、調査区内での遺物の出土状況をふまえ、調査区東

端である128k363mラインを基点に東西約10m、南北約 9mを拡張して調査した。しかし、溝状遺構がさ

らに東側に延伸していることが判明したため、最終的には調査区東端である128k363mラインを基点に、

写真3 現地説明会(遺構解説) 写真4 現地説明会(遺物展示解説)
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第 1章調査の概要

東西約24m、南北約 9mの面積221rrlを拡張部として調査した。 12月10日に包含層掘削後の 3者立会いを

実施し、同14日から遺構掘削 ・記録作業を開始した。同18日には遺構掘削を終え、同21日には調査区全

体のラジコンヘリコプターによる空中撮影・写真測量を実施した。同24日には 3者立会いのもと、遺構

掘削後の現地確認を実施した。

12月21日には空中撮影等を行うとともに、現地の撤収作業にも着手した。同日にベルトコンベアや水

中ポンプ、ローリングタワーといった現地設営資材と0.25rrlパックフォーの回送を行った。また、同21

日には野外電気設備の工事を実施したうえで、同24日に200V用(ベノレトコンベア・水中ポンプ用)と

100V用配電盤の撤去作業を行った。年明けの 1月7・8日には現地周辺の仮設フェンスの撤去作業を行

い、同12~14日に現地プレハブ事務所が解体・撤去された。同15 日に撤収後の現地の状態を静岡県沼津

土木事務所立会いのもとで確認を行い、現地からの撤収を完了した。

3.資料整理

平成21年12月4日より、現地撮影写真の整理や遺構実測図面の整理等、すでに数量が判明している作

業については、西通北遺跡発掘調査事務所内で着手した。 12月24日には、 3者立会いにより、出土遺物

本整理の着手前段階における作業内容証明を受けた。平成22年 1月18日より、研究所本部にて本格的な

出土遺物整理作業に着手した。出土遺物の分類・仕分け・接合作業を行い、出土土器については一部、

復原作業を実施した。金属製品については、保存処理を施したうえで、石器や土製品とともに実測作業

を行った。 3月前半には平成21年度実施分の資料整理を終え、 3月8日には、 3者立会いによる作業数

量確認と内容確認を受けた。

平成22年5月25日より資料整理を再開、 6月14日に 3者立会いにより、平成22年度の出土遺物本整理

の着手前段階における作業内容証明を受けた。遺構図の作成に関しては、デジタノレデータ化された遺構

実測図面をもとに、 AdobeIllustrator CS3を使用してデジタノレ編集・版組を実施した。 7月 1日より、研

究所本部にて本格的に出土遺物整理作業を再開した。出土土器の復原・実測作業を行い、木製品につい

ては、保存処理を施したうえで、実測作業を行った。実測を終えた出土遺物は、トレース・版組作業を

進めるとともに、遺物写真撮影や観察表作成、報告書の原稿執筆を併行して行った。

写真5 土器復原作業

第 1表本調査・資料整理工程表

年 平成20年

月 617 819 10 11 12 1 1 2 

1区調査

2区調査

3区調査

4区調査

資料整理

平成21年

314 516 718 

写真6 土器実測作業

平成22年 平成23年

9 110 11 12 1 1 2 314 516 718 9 110 11 12 112 3 
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第 1節遺跡の立地と地理的環境

第E章位置と環境

第 1節遺跡の立地と地理的環境

西通北遺跡は、静陪県沼津市大諏訪・小諏訪に所在し、 JR東海道本線沼樟・片浜駅間のほぼ中間に位

置している。本遺跡周辺は、南は千本浜、北は愛鷹山をのぞむ標高 6m程の低地で、浮島ヶ原と呼ばれ

る低湿地帯の東縁にあたる。浮島ヶ原は、富士山・愛鷹山南麓の東西方向に細長く発達し、海岸部の砂

喋州と後背湿地で形成される。現在の海岸砂疎外!の内陸側には埋没砂喋州が帯在し、砂喋州は内陸側か

ら順に 1• II・聞の 3列に区分される。 10，000年程前には、現在の愛鷹山南麓付近まで駿河湾の海水が

深く入り込み、浮島ヶ原周辺も海中に没していたとされる。その後、富士川と駿澗湾の沿岸流により運

ばれた砂礁の堆積で形成された千本砂丘(砂鴫)が、駿河湾と愛鷹山南麓との聞を遮断し始めた。最も

内陸側の第 I期砂喋州は8.000年程前から堆積を始め、 6.000年程前には離水したとされる。この段階で

は、現在の後背湿地は依然として海域の部分が多く、海水の影響を受けていたことが想定される。 5，000

年程前には、海側の第H期砂喋州が発達し、砂喋州と愛鷹山南麓との聞に潟湖が形成される。この潟湖

がいわゆる浮島沼の原形である。第H期砂喋州が完成した4，000年程前には、富士川や愛鷹山塊から南下

する諸小流の影響によって潟湖は次第に埋め立てられ、沼沢地化していった。現在の内陸縁と一致する

第田期砂喋州は、その後発達し、 2，000年程前に完成した。これにより周辺の湿地化が進むこととなる。

潟湖を埋め立てた愛鷹山塊の諸小流の内、沼川は流路を大きく変え、現在は西通北遺跡の北側に位置し、

国道1号線沿いに東西へ流れている。

第E期(現在)砂礁州の肉陸縁

i
i
H
ハ
ハ
下
ム
l

瀬

駿河湾

OS=J:1 00000 2km 

VWA霞三三ヨ区二二ユ E三ヨ ι=ヨ仁二コ
山地 扇状地 完新世段丘三角州 砂傑州 後背湿地

第4図周辺地質国(松原2000をもとに作成)
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第E意位置と環境

商通北遺跡の周辺は、浮島ヶ原の中心地よりは

やや東に外れた地点に位置することから、浮島ヶ

原の中では、比較的早い段階に陸地化したと考え

られる。とはいえ、本遺跡周辺も3，000年程前まで

は入江状の水域であったことが推測され、弥生時

代以降、安定した低地になっていったものと思わ

れる。それを示すかのように、本遺跡からJR東海

道本線の線路を挟んで南側には西通遺跡・中通遺

跡・軒通遺跡といった弥生・古墳時代の遺跡が点

在するなど、陸地化後の人々の活動の痕跡が残さ

れている。

上記のような特殊な地理的環境下で形成された

地域に西通北遺跡は立地している。本遺跡周辺は

地形区分では後背湿地にあたるものの、東隣は三

角州、南隣は砂陳列k北側は山地と地形の境目に

近い箇所に位置していると言えよう。そのため、

遺跡付近から僅かに南北あるいは東に移動するだ

けで、周囲の地質や土壌の様相は大きく異なった

ものになることが想定される。

参考文献

大野虎雄ほか編 1961 r沼津市誌』上巻沼津市

久松義昭編 1984 r浮島沼と米づくり』 富士市立博物館

第5図 浮島沼周辺の地形の変遷
(大野ほか編1961をもとに作成)

松原彰子 1992 i静岡県浮島ヶ原・雌鹿塚遺跡における自然環境と人間活動の変遷Jr第四紀研究』第

31巻第4号 日本第四紀学会

松原彰子 1999 i海岸低地の地形発達過程と人間活動の変遷一駿河湾沿岸地域を例にして-Jr慶藤義

塾大学日吉紀要社会科学j第10号慶慮義塾大学日吉紀要刊行委員会

松原彰子 2000 i日本における完新世の砂州地形発達Jr地理学評論』第73巻第 5号 日本地理学会

第2節歴史的環境

西通北遺跡の位置する後背湿地、その周縁にあたるj駿河湾沿いの千本砂楳州上や愛鷹山南麓には、多

くの遺跡が認められている。前節でも触れたように、千本砂喋州やその北側の後背湿地には、縄文時代

以前の遺跡は僅かしか認められないが、祢生時代以降の遺跡は数多く認められる。

1.縄文時代以前

旧石器時代の遺跡としては、 2枚の文化層とナイフ形石器群・紬石器群が発見された中沢田円丸遺跡

が、愛鷹山南麓に展開する旧石器時代遺跡群の中でも、やや南寄りに位置している。

縄文時代の遺跡は、旧石器時代の遺跡同様、愛鷹山南麓を中心に展開するため、千本砂喋外|や後背湿

地での分布は乏しい。商通北遺跡の所在する片浜地区からやや西に離れた原地区になるが、砂喋州上に

立地する縄文時代遺跡として鳥沢遺跡、湿地に立地する遺跡として雌鹿塚遺跡・雄鹿塚遺跡があげられ
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第 2節歴史的環境

2 東畑毛遺跡 12 中溝遺跡 22 千本遺跡 32 久保遺跡 42 子ノ神古墳 52 沢田神明塚古墳

3 神明塚宙墳 13 松下町遺跡 23 沼津城跡 33 小屋敷遺跡 43 善治海道遺跡 53 漆熔遺跡

4 松長上ノ段遺跡 14 沢図遺跡 24 上ノ段遺跡 34 東椎路神明古墳 44 中沢目円丸遺跡 54 入方遺跡

5 松長古墳群 15 丸子町遺跡 25 東久保遺跡 35 策策遺跡 45 伊勢塚古墳 55 関戸遺跡

6 伴名田遺跡 16 錦町遺跡 26 東久保古墳 36 川向遺跡 46 固ま議遺跡 56 辻畑古墳

7 叶遺跡 17 双葉町遺跡 27 目黒身遺跡 37 大林遺跡 47 道建塚古墳

8 長条遺跡 18 白銀町遺跡 28 西椎路山ノ神古墳 38 後藤屋敷跡 48 進尾塚経塚

9 軒通遺跡 19 常盤町遺跡 29 中尾神明宮遺跡 39 尾崎遺跡 49 山神道古墳

10 西通遺跡 20 稲荷塚古墳 30 芝切遺跡 40 稲荷林遺跡 50 長塚遺跡

第6図周辺の遺跡分布図
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第II章位置と環境

る。いずれの遺跡でも、明確な縄文時代の遺構は検出されなかったものの、縄文時代後期から晩期にか

けての土器と石器が集中して出土している。

旧石器時代から縄文時代にかけては、千本砂喋州やその後背湿地が、一部水域であったり陸地化後間

もない状態であったりしたため、人々の暮らしの場として定着せず、その生活範囲の中心は依然として

愛鷹山南麓であったことが考えられよう。

2.弥生時代

郵生時代以降、千本砂喋州やその後背湿地も安定した人々の生活圏内になったようで、住居祉等の遺

構も認められ始める。弥生時代から古墳時代の遺跡として、西通北遺跡の南隣には、西通遺跡・中通遺

跡・軒通遺跡の 3遺跡の存在が知られている。軒通遺跡は土砂採集工事によって弥生時代中期後葉(有

東式併行期)の壷形土器十数個体が完全な形で発見された。低地への人々の進出が弥生時代中期にまで

遡ることは確実と言えよう。伴名田遺跡は掘立柱建物跡や溝跡が検出された弥生時代後期の集落跡であ

る。長条遺跡・中溝遺跡からは、弥生時代後期の水田に伴う柵列や木杭が発見されるなど、居住域のみ

ならず食糧生産に関わる生産域の痕跡も見つかっている。愛鷹山南麓の台地の裾には、弥生時代中期後

葉から古墳時代前期の集落跡として著名な目黒身遺跡が立地する。弥生時代後期の住居祉や畠跡、古墳

時代前期の方形周溝墓等が検出された。また、黄瀬川の古い自然堤防上に立地する沢田遺跡からは、弥

生時代後期前半の住居祉や井戸跡、水田跡が検出されるとともに、土器・石器・鉄器・木製品といった

多様な遺物が出土した。

西通北遺跡の周辺では、弥生時代中期段措から人々の生活の痕跡が認められ始め、定住の基盤が囲め

られたものと思われる。弥生時代後期段階に住居祉や畠跡、水田跡といった居住域と生産域が確保され

たことは、本格的な定住生活の始まりと集落の確立を意味するものと考えられる。弥生時代終末期から

古墳時代前期にかけては、目黒身遺跡で検出されたような方形周溝墓による墓域の形成も認められる。

3.古墳時代

古墳時代の集落跡としては、千本砂喋州上に立地する叶遺跡や松長上ノ段遺跡があげられる。これら

の集落跡に隣接して千本砂喋州上には、十数基の円墳(古墳時代後期の群集墳)によって構成される松

長古墳群が展開している。また、松長古墳群中には、沼津市内最大にして最古の前方後円墳である神明

塚古墳も含まれている。神明塚古墳は、墳丘長54mの前方後円墳で、墳丘や周溝から古墳時代前期に遡

る土器片が出土している。一方、愛鷹山南麓にも、古墳時代前期の前方後方墳である辻畑古墳が築造さ

れる。後続する古墳時代中期から後期にかけても、集落跡として尾崎遺跡・入方遺跡が、子ノ神古墳・

長塚古墳といった前方後円墳が存在する。黄瀬川扇状地の末端には、古墳時代後期の祭柁遺跡として知

られる丸子町遺跡が立地し、石製模造品や多数の土器類が出土した。

古墳の立地環境は、神明塚古墳・松長古墳群といった千本砂蝶州上に展開する低地の古墳と、辻畑古

墳・子ノ神古墳・長塚古墳といった愛鷹山南麓に展開する高地の古墳の二者が認められる。各古墳の付

近には小規模ながらも同時期の集落跡が認められる場合が多く、それぞれに一定規模の集団とその首長

が存在していたことが考えられる。

4.古代

古代の遺跡分布は古墳時代までと一転して、千本砂磯州や後背湿地、黄瀬川扇状地といった低地での

展開が目立つようになる。千本砂疎外|上の東畑毛遺跡は、古墳時代後期から平安時代にかけての集落跡

で、住居祉や掘立柱建物跡が検出されるとともに、 9世紀代の緑紬陶器片や墨書土師器(判読不明)が
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第2節歴史的環境

出土した。双葉町遺跡からは、平安時代の土師器 CI有Jの字)と灰軸陶器 CI本」の宇)の中に墨書が

認められた。

現在のJR沼津駅北口周辺に位置する上ノ段遺跡では、 8世紀前半から10世紀にかけての住居祉や掘立

柱建物跡が多数検出された。特筆すべき出土遺物として、 8世紀前半代の唐三彩の陶枕があげられる。

上ノ段遺跡の北東に位置する日吉廃寺は、安倍郡(静岡市)に駿河国分寺が造営されるまでは、駿河国

における最大級の伽藍を誇っていたと言われている。遺構配置や特殊遺物の出土、日吉廃寺の存在等か

ら、上ノ段遺跡は郡家の機能の一部を担う官借関連遺跡であった可能性が考えられる。愛鷹山南麓には、

詳細は不明だが、平安時代末期から鎌倉時代にかけての経塚である道尾塚経塚の存在が知られている。

沼津市一帯は古代の国郡制において駿河国駿河郡に属していた。駿河郡家に直接関係する遺跡の存在

は未だに知られていないが、上ノ段遺跡や日吉廃寺の存在から、現在のJR沼津駅付近に駿河郡家が春在

していた可能性は高いと考えられる。官道である古代東海道は、富士郡相原駅から海岸沿いに現在の沼

津市街地を通って駿河郡家と繋がっていたことが想定され、古代東海道の路線上あるいはその周辺に位

置する西通北遺跡でも、古代の人々の往来は盛んであったと思われる。

5.中世

中世における駿東(駿河関東部)地域は、基本的に今川氏の領国であったが、中世後期(戦国時代)

になると、後北条氏の領国の西の境目に接する地域となり、武田氏や徳川氏も含めた抗争の地となり、

支配者がめまぐるしく変化している。今川氏が長らく治めてきた駿東地域は、天文6年(1537年)の後

北条氏による駿河侵攻(河東一乱)によって一時的に後北条氏の支配地とされる。天文14年(1545年)

には、武田氏の仲介によって今川氏と後北条氏との間で和議(駿相一和)が成立し、今川氏が駿東地域

の領土を回復した。今川義元の桶狭間での敗死後、永禄11年 (1568年)に駿河に侵攻した武田氏によっ

て駿東地域は支自己されるが、天正10年(1582年)に武田氏が滅ぶと、徳川氏によって治められた。

根古屋の興国寺城は伊勢宗瑞(北条早雲)旗揚げの城として著名であるが、少なくとも現在残る城跡

は天文18年 (1549年)に今川義元によって築城が開始されたものとされる。城跡の保存事業の本格化に

伴い、発掘調査が実施され、南北に連続する本丸・二の丸・三の丸を中心とした縄張りの全容が把握さ

れている。また、西沢田の後藤屋敷跡は今川氏配下の在地土豪勢の一員である後藤氏の屋敷跡として、

土塁や礎石の一部が残存している。大手町・上土町一帯に広がっていた三枚橋城は、天正7年 (1579年)

に武田勝頼による築城とされている。外堀の一部が発掘調査され、戦国時代末期から江戸時代初期の石

垣が検出されている。

6.近世以降

江戸時代初頭の慶長19年(1614年)に三枚橋城は廃城となるが、江戸時代中期の安永6年 (1777年)

には沼津水野藩が成立し、三枚橋城の跡地を利用して沼津城が築造された。明治時代に入り沼津城は沼

棒兵学校の校舎として使用されたが廃校となり、明治5年(1872年)に城はその土地とともに競売にか

けられ解体・売却された。その後、東海道本線開通に伴って沼津市鍔に南北縦貫道路が建設され、また

沼津市内における 2度の大火が発生したことにより堀が完全に埋められることになった。現在では城の

痕跡は認められず、僅かに城に関する地名が残るのみである。
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編集委員会
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岡県考古学会
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第1節遺構と遺物の概要

第皿章調査の成果

第1節遺構と遺物の概要

調査では、大小合わせて205基の遺構が検出された。出土遺物からこれらの遺構の時期は、弥生時代と

奈良・平安時代、近世以降に大きく分けられるが、僅かながら縄文時代以前と古墳時代、中世の遺物も

出土している。このことから、西通北遺跡において縄文時代以前から近世に至るまで、断続的に人為的

活動があったことが窺える。

本書で扱う遺構は、環濠・溝状遺構・土坑・小穴・土坑列・池状遺構の 6種である。溝状の遺構の内、

円弧状の平面形態、 U字形ないしは逆台形の断面形態をもち、幅が2m以上、深さが 1m以上の大規模

なものを環濠とし、それ以外のものを溝状遺構とした。穴状の遺構の内、長径0.5m以上のものを土坑、

長径0.5m未満のものを小穴とした。問ーの覆土をもっ土坑・小穴群が並んだものを土坑列とした。周囲

に木杭列をもち、溝状遺構と土坑を組み合わせたような不定形な形状を皇すものを池状遺構とした。な

お、資料整理の過程で、遺構番号を付け直しているため、第 5表に新旧遺構番号対照表を示した。

遺構は全て同一面上で検出され、遺構内覆土のみによって時期的な窓分を行えるだけの差異は見出し

がたい。また、土坑や小穴の並びから、明確に建物の平面形を捉えることはできなかった。したがって、

ここでは出土遺物や遺構の切り合い関係等から帰属時期を捉えることができた遺構72基について報告す

る。帰属時期が判明した遺構の内、弥生時代の遺構としては、環濠1条・土坑5基・土坑列 1基の計7

基が認められた。奈良・平安時代の遺構としては、溝状遺構12条・土坑20基・土坑列 7基の計39基が認

められた。近世以降の遺構としては、池状遺構1基・溝状遺構9条・土坑15基・土坑列 1基の計26基が

認められた。帰属時期不明の土坑 (41~157号土坑)と小穴 (1 ~16号小穴)については個別に詳述しな

いが、弥生時代から近世以降の土坑とともに、計測値を第 6表にまとめた。

出土した遺物は、現地にて収納用コンテナ25箱程を数えた。土器・土製品・石器・木製品・金属製品・

炭化物の 6種が出土し、図化し得たものは、土器431点、土製品3点、石器11点、木製品4点、金属製品

10点の計459点である。また、図化し得なかった中世陶磁器の破片22点に関しては、巻頭図版8に写真を

掲載した。これらを含めた481点の報告書掲載遺物に関する所見は全て第 7~12表の観察表にまとめた。

第14図は、遺構検出面直上や遺構の底直上で出土した土器の分布を示したものである。調査区内の出

土土器には種別ごとに分布に偏りが認められることが分かる。調査区西側の 1~5号溝状遺構付近では

土師器と須恵器が濃密に分布している。一方、弥生土器の分布は調査区北側の環濠とその周辺での分布

が顕著で、他の場所での出土はほぼ認められない。調査区西側は奈良・平安時代、東側は弥生時代を中

心とした生活域であったことが考えられる。遺構の広がりや遺物の分布に関して、弥生時代と奈良・平

安時代とで重なり合う領域がほとんど認められないことから、河一事業の発掘調査として便宜上1遺跡

に括られてはいるものの、西通北遺跡は本来、時期も集落の中枢となる場所も全く異なる複数の遺跡に

分かれている可能性が高い。環濠の位置や平面形態から、調査区のさらに北側には弥生時代中期中葉の

環濠集落が、さらに西側には奈良・平安時代を中心とした集落が展開していたことが推定される。

遺構内で特に遺物が集中的に認められた箇所については「遺物集中jとして取り扱い、遺物出土状況

図(第24~27 ・ 45~47 ・ 52図)を作成した。対象となった遺構と箇所は、弥生時代の環濠 (4箇所)、奈

良・平安時代の 3号溝状遺構 (3箇所)と 5号溝状遺構(1箇所)の 3遺構8箇所である。遺物出土状

況図は、環諜については平面分布図と垂直分布図(遺構の上端と下端はエレベーション)、溝状遺構につ

いては平面分布図とエレベーション図を掲載している。

調査区内における遺構の分布は偏在しており、調査区西側および東側に奈良・平安時代の溝状遺構が、
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第国主主 調査の成果
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遺構と遺物の概要第 1箆
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第m章調査の成果
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第13図遺構配置図⑤

第 1節遺構と遺物の概要

/〆

調査区中央やや西寄りに土坑(帰属時期不明のものを含む)が、調査区中央やや東寄りに弥生時代の環

濠と近世以降の池状遺構や溝状遺構が展開する。調査区西側では、 1~6号溝状遺構が主に東西方向に

延伸している。南北方向に延伸する 8号溝状遺構付近を境に北西側には土坑の集中分布が認められる。

ほとんどが出土遺物の認められない時期不明土坑であるが、土坑同士の切り合いは多く見受けられる。

8号溝状遺構から東へ池状遺構に至るまでの聞にも、調査区北側を中心に土坑や小穴の分布が目立つ。

やはり時期不明土坑が多いが、 1~5 号土坑のように称生時代に帰属する土坑も認められる。池状遺構

の周辺には近世以降の溝状遺構や土坑が集中している。弥生時代の環濠は西端が近世以捧の遺構の分布

域とやや重なるものの、基本的には環濠周辺では、土坑や溝状遺構の分布は薄くなる。特に環濠の外側

にあたる調査区南側はほぼ無遺構となる。環濠の東端付近から10号溝状遺構や9号土坑列といった奈良・

平安時代や近世以降の遺構が認められ始め、環濠が調査区外へ姿を消す調査区東側では、 11号溝状遺構

やその周辺の土坑や土坑列など、主に奈良・平安時代の遺構が展開している。
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第田章調査の成果
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第3節弥生時代の遺構と遺物

第2節縄文時代以前の遺物

縄文時代以前の遺構は検出されず、遺物も石器が2点出土したのみである。第II章第 1節で触れたよ

うに、西通北遺跡周辺が2， 000~3， 000年前頃に海中から陸地化した経緯を踏まえれば、縄文時代以前の

遺物の少なさも自然と言えよう。

石器(第15図)

1は凹基式の黒曜石製石鍍で、縄文時代早期以降の所産と考えられる。 1号溝状遺構の底面付近から

出土した。片翼が一部欠損するが、ほぽ完形である。

2は赤玉石製石核である。包含層より出土した。帰属する時期は判然としないが、旧石器時代にまで

遡る可能性もある。各所に潰れた痕跡があり、模形石器のような割り方をしていたのかもしれない。包

含層より、同様の赤玉石製の剥片も 1点出土していることから、赤玉石による石器製作を示す資料であ

る可能性も考えられる。

A-~A 自む倒
ーくこ〉一

OS=J:1 2cm 

第15図 縄文時代以前石器実測図

第3節弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構として、環濠1条・土坑5基・土坑列 1基を検出した。出土した弥生土器の年代は、

『祢生土器の様式と編年.1(加納・石黒編 2002)における西駿河地域における編年に従いながら、聾につ

いては伊藤淳史氏の論考(伊藤 1996)も参考にした。本来は遺跡の立地する東駿河地域における編年と

対照させるべきところであろうが、当地域の弥生時代中期段階(東駿河H・田様式)の資料の少なさか

ら、西駿河地域の編年に対照させることとした。

環濠(第16~27図)

環譲は調査区北側から南に向かつて張り出すように緩やかな円弧を描き、東西方向に延伸する。総延

長は調査区内で確認できただけでも、約120mを測る。環濠の北西隅は調査区北側へ続き、北東隅につい

ても撹乱であるコンクリートブロックによって途切れた後、北側の調査区外へ続いていくようである。

幅は概ね2.5m程で、あるが、幅広の中央部付近で、最大幅4.5mを測る。検出面からの深さは 1m前後を

測り、北西隅付近と北東隅付近で深く、中央部付近でやや浅くなる傾向にある。断面形態は緩やかなU

字形ないしは逆台形を呈し、両端の底音防ミらの立ち上がりの部分には挟れたような窪みをもっ箇所が多

く認められた。

環濠は土層の堆積状態から 6層に分層でき、第 2層までは奈良・平安時代以降の遺物が混在するもの

の、第3層以下は弥生時代の遺物のみを包含している。第3層および第4層は弥生時代中期後葉を主体

とする時期と考えられるが、第3層からは鉄錨と思われる鉄製品が、第4層からは石鍬がそれぞれ出土

している。また、環濠下部にあたる第5層および第6層は弥生時代中期中葉を主体とする土器が出土し

- 21-
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第3節弥生時代の遺構と遺物
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第18図環譲平面・エレベーション図①
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第田章調査の成果
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第21図環濠平面・ヱレベーション図④

第3節弥生時代の遺構と遺物

F' 
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..!f 

S=1:100 5m 

ている。特に環濠底部に近い第6層からは土器が集中して出土する地点が4箇所認められた。各土器集

中では、蜜や聾の破片がまとまって出土した。特に土器集中 1では、集中内で接合する査が多く認めら

れたが、第33図の 6に関しては、土器集中 1と隣接する土器集中 2で出土した破片岡士が接合して、壷

の胴部が組みあがった。土器集中 3では賓の破片が多く出土し、第34図の 9や10のように、接合によっ

て聾の口縁部から胴部まで復原可能な資料を得ることができた。土器集中4で出土した土器片の大部分

が接合し、第33図の 2が組みあがった。上記のように、一見土器片が多数出土しているようにも見える

土器集中であるが、接合作業の結果、各土器集中につき 1~2 点の完形に近い土器が割れて破片となっ

ている資料が多く含まれていることが判明した。このように、土器数個体がその場で割れたような出土

状況からは、土器が環濠内外から割れた状態で流れ着いたものではないことが考えられる。土器数個体

が環濠の内側ないしは外側から転落あるいは廃棄された結果として、 4箇所の土器集中が認められるに

至ったものと推定される。

環濠内の堆積は土層観察の結果、どの箇所においても水平堆積であり、環濠内外の土塁の流出あるい

は再掘削等の痕跡は認められなかった。覆土における地山土の混入は環濠下層の第5・6層特に第6層

で多く認められた。これは環濠の埋没過程において両側壁から崩れた地山土が混入していた可能性が考

- 25-



第皿意調査の成果
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1 環濠第1層黒色土 10YR2/1 粘性強 しまり強
2 環濃第2層灰黄褐色土 10YR4/2 粘性強 しまり有
3 環濠第3層黒色土 10YR1.7/1 粘性強 しまり強
4 環濃第4層黒褐色土 10YR2/2 粘性有 しまり有
5 環濠第5層黒褐色土 10YR3/2 粘性強 しまり強
6 環濠第6層灰黄褐色土 10YR4/2 粘性有 しまり有
7 21号溝状遺構覆土黒褐色土 7.5YR2/2 粘性やや有

しまりやや有 径1cm前後の円礁を多く含む
木杭が周囲に打設される 環濠第1-3層を一部切る

えられる。環濠は第4・5・6層までの

堆積で大部分が埋まり、第3層の堆積を

もってほぽ埋まり切る。環濠第3層堆積

後は、僅かな窪みを残すのみで、ほぽ濠

の面影が失われていたものと考えられる。

実際に、環濠上層の左右両端には、第 1・

2層が堆積していない。調査中に環濠直

上の包含層を掘削して環濠の遺構検出を

行った際にも、第 1・2層堆積は環濠中

央部分にのみ認められ、左右両端は第3

層が露出した状態であった。

環濠の外側はおろか内側においても、

環濠付近では弥生時代の遺構は確認され

ず、住居祉等の居住域の痕跡を認めるこ

とはできなかった。また、環濠は、近世

以降の遺構である19号溝状遺構と21号溝

状遺構によって一部が切られている。 19・

21号溝状遺構は環濠の上層である 1・2

層と 3層の一部を掘削するに止まってお

り、 4層より下層には及んでいない。
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1 環濠第1層愚色土 10YR2/1 粘性強 しまり強
2 環濠第2層灰黄褐色土 10YR4/2 粘性強 しまり有
3 環濠第3層黒色土 10YR1.7/1 粘性強 しまり強
4 環濠第4層黒褐色土 10YR2/2 粘性有 しまり有
5 漂濠第5層黒褐色土 10YR3/2 粘性強 しまり強
6 環濠第6層灰黄褐色土lOYR4/2 粘性有 しまり有
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第田章調査の成果

環濠出土遺物(第28~34図)

①第 1・2層出土遺物(第28図)

環濠第 1層および第 2層からは、弥生土器片の他に奈良・平安時代の土師器片も混在して出土した。

土器 1は第 1層から出土した土師器椀の底部片である。底部に聴輔引きの痕跡が認められる。灰紬陶

器椀の模倣品と考えられる。 2は弥生土器壷の口縁~胴部片である。環濠出土の破片と環濠直上の包含

層中から出土した破片が接合したことから、環濠埋没の最終段階で混入したものと思われる。頚部から

肩部にかけてLR単節で横位の縄文が施される。細頚で口縁部がラッパ状に聞く。 IV-3 ~ 6様式の範曙

で、弥生時代中期末から後期初頭にかけてのものと考えられる。 3は弥生土器聾の口縁部破片、 4は土

師器坪の口縁~体部片である。 5は土師器室の底部片である。

②第3層出土遺物(第29図)

環濠第3層以下は土師器片の混在もなく、純粋に弥生時代の遺物のみを包含していると考えられる。

第3層では土器以外に特筆すべきものとして、鉄錨の茎部片と思われる鉄器1点が出土している。

土器 1は壷の胴~底部片である。箆描きによる洗線文と縄文が施される。 IV-2または3様式に相当

する。 2・3は壷の胴部破片である。沈線による区画と内区に充填された縄文が認められる。 4・5は

査の口縁~胴部である。 4は縦位の刷毛目調整を主体とする。胴部上半の残存状態より、最大径は口縁

部に位置する。 IV-4様式に主流となる無文聾にあたると思われる。 5は嗣部下半以下を欠損するが、

台付聾であった可能性も考えられる。台付聾の本格的な出現は、西!駿河ではV様式から、東駿河ではIV

様式からとなる。 6は聾の底部片である。 7は聾の胴部破片で、いわゆる磨消線文蜜である。縦位を基

調とする刷毛目調整の後、胴部に指頭によって横位の磨消線を施す。磨消線文蜜の出現は伊藤編年中期

日にあたり、中期皿に盛行する。概ね中期 II が国一 3~IV-l 様式に、中期皿がIV- 1 ~ 2様式に該当

する。

第3層出土土器は、 5が弥生時代後期にまで時期が下る可能性を残すものの、概ね弥生時代中期後葉

までに位置づけられる資料である。

鉄製品 8は環濠第3層より出土した鉄錨の茎部片と考えられるものである。環濠から出土した唯一の

金属製品である。上端はやや反り、断面形態は長方形を呈す。上端から下端に向かつて幅・厚さともに

徐々に減じていく。下端は一部僅かに欠損するものの、茎尻端まで残容している。両面に木質が付着し

ており、木柄の痕跡の可能性も考えられる。
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第29図 環濠第3層出土土器および鉄製品実測図

③第4層出土遺物(第30・31図)

環濠第4層は他の層と比べ、出土土器中の聾の割合が高かった。また、石鍬1点が出土している。

土器 第30図の 1-3は壷の底部片である。 W様式にほぼ相当し従来の有東式に該当する。底部から胴

部への立ち上がりから、 IV-3様式であろうか。 4は壷の胴部破片である。重四角文を重畳させた内区

に棒状工具による刺突文が施される。盟-3様式から類例が認められ始める。 5-7は聾の口縁~胴部

片である。 5は磨消線文章である。刷毛目調整を横位2条の指頭による洗線で磨り消す。磨消線文を境

31 
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33 -

に上半と下半とで、調整の工具や方向を違えることはなく、全面縦位を基本とする剃毛目調整のみが基

調となる典型的磨消繰文(伊藤分類Bb)である。 6も外面縦イ立を基調とする刷毛目調整が施されるが、

磨消線文聾ほど口縁部が聞かず、刷毛の単佐も短い。?とともに無文の刷毛聾でIV-4様式の資料であ

ろう。 8 ・ 9 は聾の底部片である。1O~14は聾の口縁部破片である。いずれも縦位の刷毛目調整が施さ

れる。

第31図の 1~3 は聾の口縁部破片である。 4~10は聾の胴部破片である。 5 は胴部下半から底部付近

の破片である。 6・7は横位羽状文聾である。縦方向の刷毛目調整による横位羽状の装飾をもっ。横位

羽状文聾は磨消線文章よりも帰属時期が1段階遅れ、伊藤編年中期III (IV-l~2様式)に出現し、中

期IV(IV-3様式)に盛行する。 10は刷毛目調整とは異なる横位の調整が施されており、条痕文調整の

可能性がある。

第4層出土土器は弥生時代中期後葉の資料を主体に、重四角文の壷や典型的磨消線文蓋など、弥生時

代中期中葉から中期後葉の古段階に遡り得る資料が散見されるようになる。

石器 11は打製の石鍬である。環濠から出土した唯一の石器である。平面形は短冊形、刃部は平刃を是

する。表裏とも横方向からの大きな剥離面が残されている。刃部付近に一部研磨しているような痕跡が

認められるため、磨石として転用された可能性が考えられる。石材はホノレンブエノレスである。

④第5層出土土器(第32図)

環濠第5層は土器のみの出土であるが、外来的要素をもっ壷が認められた。



第四主主 調査の成果

土器 1は長頚壷の口縁~頚部片である。口縁端部外面が摩滅する。口縁苦防ミら頚部に至るまでの聞に

器形がなだらかにふくれ、有孔刻み目をもっ縦位の棒状突起が3箇所に等間隔で貼り付けられるものの、

1箇所は落失している。ほぽ全面に沈線による区画と刺突文が施される。口縁部付近は横方向の弧状の

沈線と縦方向の沈線が巡り、弧状の沈線の交点に直径O.9cmの円形貼付文が施される。頚部付近は沈線に

よって区画された三角形の単位文の中に刺突文が充填される。三角文の交点には円形貼付文が施される。

文様構成から皿-3様式に位置づけられる。刻み目をもっ突帯としては、田方郡函南町の仁田仲道遺跡

A溝状遺構出土例(秋本 1976)などが類例としてあげられる。 2は太頚壷の口縁部破片である。刻み目

を境に口縁部は[く」の字状に屈曲する。口唇部は、横位の刷毛目調整後、四角形に箆描沈線文が施さ

れるほか、棒状突起が貼り付けられる。刻み目下位には、縦位の刷毛目調整と横位の箆描沈線文が施さ

れる。駿河在来のものではなく、西の三河地域に分布する向時期の三河V-3様式にあたると思われる。

弥生時代中期中葉の新段階に比定できょうか。胎土や色調に他との際立った違いは認められず、在地で

の模倣品であった可能性も考えられる。 3"'5は壷の胴部破片である。沈線による区画と縄文あるいは

刺突文が認められる。

6 • 7は重量の底部片である。 8'"15は聾の口縁部破片である。 8・9は磨消線文聾と思われる。 16'"

23は聾の腕部破片である。 16・17は磨消線文輩、 18・19・21は横位羽状文聾である。 23は条痕文が施さ

れた可能性がある。

第5層出土土器は文様や調整から時期が判明するものについては、弥生時代中期中葉の新段階の資料

が多いと言えよう。

⑤第6層出土土器(第33・34図)

環濠第 6層は第5層同様、外来的要素をもっ壷が認められたほか、用途不明の木製品が 1点出土して

いる。

土器 第33図の 1は口縁端部が僅かに摩滅するほかは、ほぽ完形の長頚壷である。頚部と胴部上半に文

様帯をもち、無節の縄文原体を転がして地文としている。縄文を横位の沈線や箆描波状文で磨り消して

おり、胴部中央では沈線の下位に一部地文の縄文が残っている。胸部上半には縄文のほか、沈線で区画

された内区に刺突文が充填される。器形は南関東地方の弥生時代中期中葉のいわゆる須和田式土器に似

る。ただし、文様帯の幅が広く無文の部分が目立つことから須和田式の新段階から中期後葉の宮ノ台式

の古段階の間に位置づけられょうか。皿 3様式に該当する。 2は胴部中程を欠くが、口縁部から底部

までの様相が分かる資料である。口縁端部に有孔刻み目をもっ突帯が等間隔で3箇所に貼り付けられ、

口唇部には縄文が施される。肩部から胴部上半に文様帯をもち、横位の太い沈線を 2条、細い沈線を 3

条巡らす。太い沈線で区画された内区には波状沈線文を、細い沈線で区画された内区には棒状工具の刺

突による刻み目を施している。口縁端部への刻み目突起の貼り付けは、 IV-l様式で認められる。

3・4は細頚査の口縁部片である。 3は第6層中でも最下部の環濠底面直上から出土した。口縁部直

下にLR単節で横位の縄文が施されるほか、沈線によって三角形の文様を施す。阻-3様式に該当する。

4は縦位の櫛描文の後に縦位の箆描波状文が施される。口唇部には刻み目が施されるなど、他とは異質

な文様で構成される。櫛描文から三河や遠江といった地域からの影響を受けたものと思われるが、詳細

な故地は特定できなかった。 5は壷の頚部片で第6層中でも最下部の環濠底面直上から出土した。摩耗

が著しいため、文様が判然としない部分も多いが、沈線による三角形の単位文と縄文、刻み目をもっ突

起の貼り付けが認められる。 6 • 7は壷の胴部片である。 6は肩部から蹄部上半にかけて文様が施され

る。縄文を地文とし、沈線によって横位に三角文と四角文(菱形に近い形状)を連続させる。三角文の

交点には円形貼付文が施される。沈線より下位の縄文は磨き調整によって磨り消されている箇所が認め

られる。地文となる縄文の撚りはLR単節と考えられるが、回転方向は特定できなかった。同様の文様構

34 
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第34図 環濃第6層出土土器および木製品実測図

成をもっ蜜は静岡市の有東遺跡第16次調査SK05出土例(岡村編 1997)で認められ、国一 3様式に該当

する。 8は壷の底部片で、第 6層中でも最下部の環濠底面直上から出土した。底部には僅かに籾圧痕が

認められる。 7・8ともに長頚壷の一部であろう。

第34図の 1~8 は壷の胸部破片である。沈線による区画や縄文が認められる。 5 は沈線でQ字状に区

- 37-



第E章調査の成果

画された内側の円形区画文内に縄文が充填される。 6は沈線による区画と刺突文、有孔刻み目をもっ棒

状突起の貼り付けが認められる。突起の結り付け位置から察するに、胴部よりも頚部破片とした方が妥

当であろうか。いずれも III-3様式に位置づけられる。

9は聾の口縁部から胴部片である。 2条の磨消文の下位も縦位の刷毛目調整が認められることから、

典型的磨消線文聾であろう。 10は聾の口縁部片である。胴部以下を欠くが、 9と同様の磨消線文聾と考

えられる。 9• 10とも国一 3~IV -1 様式の範曙であろう。 11 ・ 12は蓋の口縁部破片、 13~17は胴部破

片である。 14~17は横位羽状文蜜である。 IV- 1 ~ 3様式に相当する。

第6層出土土器の内、壷と聾とではやや時期差が生じるようである。査の年代は概ね臨 3 ~IV- 1 

様式で、弥生時代中期中葉に遡る資料がほとんどであるが、聾の年代は阻-3~IV-3様式と、弥生時

代中期後葉の古段階にあてはまる資料を含んで、いる。前述した通り、ここでは東駿河地域の資料数の少

なさから、西駿河地域の土器編年を援用している。また、伊藤編年も基本的には聾のみの編年であるた

め、東駿河地域における査と聾とのセット関係が不明確で、あった点が、査と聾との年代観の不一致の一

因として考えられる。今後の資料の蓄積と研究の進展を侠ちたいところである。

木製品 目は用途不明の木製品である。環濠から出土した唯一の木製品である。第 6層の土器集中部か

ら出土した。樹木の外皮に近い部分に相当する。樹種はヒノキである。

1号土坑(第35図)

平面形は楕円形を呈し、長径1.14m、短径0.50mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さは0.16m

を測る。 2号土坑に切られる。遺物の出土は認められなかったが、 2号土坑を切る 3号土坑から弥生土

器が出土しており、切り合い関係から弥生時代に帰属するものとした。

2号土坑(第35図)

平面形は楕円形を呈し、長径1.22m、短径は残存部でO.44mを測る。覆土は単層で、検出面からの深

さは0.12mを測る。 1号土坑を切り、 3号土坑に切られる。遺物の出土は認められなかったが、弥生土

器が出土した 3号土坑との切り合い関係から弥生時代に帰属するものとした。

A 

l r一一一I I 

2号土坑

.!l 

L - ~ 
5伽

/物方拶タ坊方参

。

1 黒褐色土 10YR3/1 粘性有 しまり有
径1-2cmの地山ブロッウ若干含む

2 黒褐色土 10YR3/1 粘性強 しまり有
地山土若手合む

3 黒色土 10YR2/1 粘性有 しまり有
4 黒褐色土 10YR2/2 粘性強 しまり強

径2-3cmの地山ブロッヲ僅かに含む

S=l :40 

第35図 1""'4号土坑平・断面図

2m 
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3号土坑(第35図)

平面形は構円形を呈し、長径0.94m、短径は残

存部で0.22mを測る。覆土は単層で、検出面から

の深さは0.18mを測る。 2号土坑を切り、 4号土

坑に切られる。切り合い関係のある 1~4号土坑

1， QA 
5伽払川~

1 黒褐色土 10YR2/2 粘性強 しまり有
径5-10cmの地山ブロック多く含む

S=l :40 

第36図 5号土坑平・断面図

2m 



の中では、一番掘り込みが深く、北端が2号土坑

の覆土南端を切っている。

3号土坑出土遺物(第38図)

土器 1は弥生土器聾の口縁部破片である 0

4号土坑(第35図)

平面形は楕円形を呈し、長径O.86m、短径O.64m

を測る。覆土は単層で、検出面からの深さはO.10m

を測る。 3号土坑を切る。

4号土坑出土遺物(第38図)

土器 2は弥生土器聾の口縁部破片である。

5号土坑(第36図)

平面形は楕円形を呈し、長径1.18m、短径O.88m

を測る。覆土は単層で、検出商からの深さはO.26m

を測る。図化し得なかったが、弥生時代後期の壷

の小破片が出土したため、郵生時代に帰属するも

のとした。

1号土坑列(第37図)

1基の土坑と 4基の小穴群で構成される。同ー

の覆土をもち、いずれも単層である。今回は便宜

上、土坑列としたが、土坑や小穴はさらに上層か

ら掘り込まれていた可能性もあり、本来は 1条の

溝状遺構あるいは I基の土坑であった可能性も考

えられる。

出土した弥生土器壷の文様構成が、環濠下層出

土のものと類似しており、遺構の帰属時期は環濠同様、祢生時代中期中葉と考えられる。

ムイy〆

。@)

第3節弥生時代の遺構と遺物

。
、

P
排水溝

5伽勿坊.li

1 暗灰色土 N3/ 粘性やゃあり
しまりややあり 地山土若干含む

。 S=l :40 2m 

第37図 1号土坑列平・断面図

1号土坑列出土遺物(第38図)

土器 3は壷の口縁部破片である。沈線による区画と縄文が認められ、刻み目のある突起が端部に貼り

付けられる。第32閣の 1や第33図の 2、第34図の 6と同様に、突起のやや上部には穿孔が穿たれる。向

様の突起と文様をもつものとして、静岡市の川合遺跡土坑SX11607出土広口壷(山田編 1992)があげら

れ、 IV-1様式に位置づけられている。 4・5は壷の胴部破片である。 4は沈線によって区画された内

区に縄文と刺突文の充填が認められ、 5は沈線と縄文が確認できる。

第38図 3・4号土坑・ 1号土坑列出土土器実測図
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第田章調査の成果

遺構外出土遺物(第39・40図)

土器 1~3 は弥生土器壷の口縁部片である。折り返し口縁で口唇部に縄文が施される。 IV- 6様式に

あたろうか、弥生時代後期の範轄に収まるものである。 4~9 は弥生土器壷の底部片である。 4 は底部

には明瞭な木葉痕が認められる。腕部への立ち上がりから、最大径が胴部下半に位置することが推概さ

れ、弥生時代後期のものと思われる。 5~9 の詳細な時期は不明である。 10 ・ 11 は弥生土器壷の腕部破

片である。沈線による区画と内区に充填された縄文が認められる。 12は台付聾の胸部片、 13~18は台付

聾の脚部片である。いずれも摩耗が著しく、詳細な時期は不明であるが、弥生時代後期から古墳時代前

期の所産であろう。 19~22は弥生土器聾の口縁部破片である。

石器 1~5 は敵石である。 1 は環濠直上包含層より出土し、 2~5 も環濠付近の包含層あるいは遺構

面直上より出土したことから、弥生時代の資料として扱った。素材とする喋は、平面形と横断面が楕円

形を呈する。いずれも肩平な円礁に敵打痕を有するもので、敵打痕以外に人為的な磨痕や削痕は認めら

れなかった。

1の石材は閃緑岩で、敵打痕が磯の上下端部に認められる。 2の石材は細粒砂岩で、敵打痕が礁の上

下端部に認められるほか、縁辺部に滑らかな面が認められる。しかし、これは特に人為的な磨面ではな

いようである。 3の石材は中粒砂岩で、敵打痕が磯の上下端部に認められる。 4の石材も中粒砂岩で、

喋の両側縁部上半に敵打痕が認められる。また、上端部は敵打により明瞭な面が形成されている。 5の

石材は輝石安山岩で、醸の縁辺部や平坦面に敵打痕が認められる。

参考文献
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高等学校郷土研究部
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関義則 1983 I須和田式土器の再検討Jr紀要j10 埼玉県立博物館

松井一明 1995 I弥生時代の石鍬について(上)Jr弥生文化博物館研究報告』第4集大阪府立弥生文

化博物館

宮原俊一編 2003 r撚りと結びの考古学』第12回足もとに眠る歴史展示解説書 東海大学校地内遺跡調

査団

山田成洋編 1992 r JII合遺跡』遺物編 1 (土器・土製品図版編)静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告

第41集財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所
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第田章調査の成果

トーーー-'、

3 

2 

。 8=1 :3 10cm 

第40図 弥生時代遺構外出土石器実測図

第4節古墳時代の遺物

古墳時代に属する遺構は検出されず、土器片が少量出土したのみである。本語査で検出された遺構の

内、弥生時代後期から古墳時代後期までの聞に属すものは皆無で、同時期に比定される遺物の出土量も

極端に少ないと言える。

土器(第41図)

1 "-' 16は土師器である。 1はS字状口縁台付輩、いわゆる古墳時代前期のS字査の脚部片である。 2・

3は高坪の亦部片、 4・5は杯~脚部片、 6"-' 15は脚部片である。 4は脚部の聞き方が比較的なだらか
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第4節古墳時代の遺物

である。対して、 8・9の脚部は聞き気味で、やや踏ん張るような形態を呈している。 12は上端から下

端までが直線的な形態であるが、おそらく脚部の軸の部分であろう。 13には外面に磨き調整が施される。

14・15には透孔が認められ、 14は赤彩が施される。高坪は全般的に器薗の摩耗が著しく調整等は定かで

はない。加えて部分的な資料が多いため、判断が難しいところであるが、本遺跡の弥生土器と比較する

と胎土や色調に若干の違いが認められることから、概ね古墳時代前期に帰属される資料と理解した。 16

は培の底部片である。部分的な資料のため、詳細な時期比定は困難であるが、古墳時代前期から中期の

資料と思われる。

17~20は須恵器の坪葦の口縁部である。いずれも口縁端部に返りをもち、口径は10cm前後を測る。返

り葦の出現は鈴木敏則氏の編年(鈴木 2004)におけるIV期前葉以降とされ、 7世紀後半頃のものと考え

られる。
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第41図古墳時代土器実測図
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第皿章調査の成果

第5節奈良・平安時代の遺構と遺物

奈良・平安時代の遺構として、溝状遺構12条・土坑20基・土坑列 7基を検出した。出土した土師器・

須恵器・灰紬陶器については、楠松章八氏の分類と編年(植松 2008)に従っている。また、須恵器につ

いては賛元洋氏の論考(費 1998)を、聾については山本恵一氏の論考(山本 1988)も参考にした。

1号溝状遺構(第42・61図)

やや蛇行するものの、ほぽ東西方位に延伸する。調査区内で確認できた長さは80m程であるが、西端・

東端ともさらに調査区外へと続く。幅は概ね1.5mで、あるが、西隅付近で北側にテラス状の落ち込みを伴

う箇所があり、テラス部を含めた幅は 2mを超える。検出面からの深さは地点によって異なるが、平均

0.25mである。土層の堆積状態から 3層に分層されるが、地点によっては第3層を含まない箇所もある。

4号溝状遺構・ 7号土坑を切るが、一部撹乱によって切られる部分がある。

1号溝状遺構出土遺物(第43図)

土器 第43図の 1---9は土師器である。 1は坪でほぼ完形である。非職韓系の丸底杯で、口唇部が細く

直立する点や体部外面の箆削り等の特徴から、郎A1類にあたる。坪A1類は第 1---11期に確認される。

2は坪の口縁~底部片、 3は口縁~体部片である。 2は丸底、 3も丸底の可能性がある。 4---6は坪の

底部片である。坪A1類が平底化した坪A2類と思われる。坪A2類は第田---N期に確認される。 7は

有台杯の底部片である。有台杯は須恵器と同様に 7世紀後葉から出現するとされる(鈴木・向坂編 1998)。

8は高坪の脚部片、 9は塙の口縁部破片である。塙の出現はW期後葉からである。

10---17は須恵器である。 10・11は坪の底部片である。無台で腰がやや丸い。 12・13は有台杯の底部片

である。 13は丸底の底部が高台よりも突出した形態で、湖西窯製品に特徴的な形態とされる。第 1---11

期に認められる。 14・15は坪蓋の口縁部片である。頂部を欠くが、平頂ではなく宝珠摘みがつくものと

思われる。 14は8世紀前葉以降、 15は8世紀後葉以降に帰属されよう。 16は坪葦の摘み部片である。 17

は壷の底部片と思われる。

土師器・須恵器ともに 8世紀前葉にまで遡る資料も出土したが、 8世紀後葉とすべき資料も混在して

いる。 1号溝状遺構の帰属時期は8世紀頃に位置づけられ、 9世紀代までは下らない可能性が高い。

木製品 18は板状の木製品である。 1号溝状遺構底面直上より出土した。用途は不明で、あるが、構築物

の部材の可能性もある。樹種はイヌマキである。

2号溝状遺構(第42図)

東端付近で弧を描くように南に向かつてカーブする。長さは36m程を測るが、東西両端は撹乱によっ

て失われている。幅は平均1.5m、検出面からの深さは0.2m程で、ある。土層の堆積状態から 2層に分層

され、円牒や砂粒が多く認められることから、何らかの流路であった可能性が考えられる。

2号溝状遺構出土遺物(第44図)

土器 1は土師器杯の底部片で、平底である。 2は須恵器坪の口縁~体部片である。体部から口縁部ま

で直線的に立ち上がる。底部を欠くため定かではないが、大型箱坪あるいは椀形坪と考えられる。 9世

紀前後に比定されよう。なお、本資料は4号溝状遺構出土の破片と接合した。 3は須恵器聾の口縁部破

片である。口唇部が厚く、波状に櫛描文が巡る。 4・5は灰柚陶器椀の底部片である。高台内側下半が

内傾する三日月高台をもっ。定型化した三日月高台を有する椀は、猿投窯編年の黒笹90号窯式2型式に

相当し、 9世紀後半に帰属する。

出土した灰紬陶器の年代などから、 2号溝状遺構の帰属時期は 9世紀頃と考えられる。

3号溝状遺構(第42・45---47関)

非常に浅い遺構で、あるが、遺構の上端や底面直上から多くの土師器・須恵器・木片が集中して出土し
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第5節奈良・平安時代の遺構と遺物
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1 6号溝状遺構第1層黒色土 10YR2/1 粘性強

しまり強地山土若干含む
2 6号溝状遺構第2層 黒褐色土 10YR2/2 粘性強

しまり有 径10m前後の円諜若手と粗砂少し含む

第42図 1""'6号溝状遺構平・断面図
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第E章調査の成果
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第44鴎 2号溝状遺構出土土器実測国

た。調査区内での長さは16m程で、西端はさらに調査区外へと続く。幅は西端付近で1.5m、東端付近

2.5mを測り、検出面からの深さは平均してO.lmである。覆土は単層で黒褐色 (10YR2j2)、粘性・しま

りともに有り、粒の細かい円礁を多く含んで、いる。

4号溝状遺構を切るが、撹乱に切られる。 3号溝状遺構西端の延長線上には5号溝状遺構が存在する。

覆土の状態や土器の集中、深さや幅といった規模の類似性から、本来は 5号溝状遺構と連結する同ーの
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遺構であった可能性が考えられる。 3・5号溝状遺構が連結していた場合、 1号溝状遺構によって切ら

れていたことになる。

出土土器は破面が鋭く、個体別にそのまとまりを把握できるような出土状況を示している。このこと

から、出土土器は他所から流れ着いたものではなく、付近で廃棄された可能性が高い。また、土器とと

もに検出された木片は用途等不明である。

3号溝状遺構出土遺物(第48~51図)

土器第48図の 1~17は土師器杯である。 1 . 2 はほぼ完形、 3~6 は口縁~底部片である。 1~6 は

体部が箆削りで、平底に近い丸底を呈する。杯A1 類で第 I~II期に位置づけられよう。 2 は口縁部が

やや内傾し、古墳時代後期 (7世紀)に遡る可能性もある。 7~15は口縁~体部片、 16は口縁部片、 17

は底部片である。 7・8は器高が低く、皿に近い形状を呈する。 8は口縁端部が外反する。 11・12は体

部外面に刷毛目が認められ、胎土が粗い。 17は平底で第皿期以降の資料と考えられる。 18は高部の坪部

片である。 19・20は土師器聾で、ほぽ完形である。 19はいわゆる駿東型聾で蓋A類にあたる。古墳時代

の系譜を引く球胴系で、口縁部と器壁が厚い。茶褐色を呈するものが多いが、本資料は赤樫でやや赤み

がかった色調である。器面の摩耗が著しいため、外面刷毛自調整後に施されたであろう箆磨きの痕跡は

認められなかった。最大径が胴部中位よりもやや上半である点、口唇部に粘土帯を貼り付けて肥厚させ

ている点など、山本編年4段階と 5段階の要素を併せもつことから、 7世紀末から 8世紀初頭の所産で

あると考えた。 20は小型の蜜で、内面に組い刷毛目調整を施す。胴部下半は横佐の刷毛目が主体だが、胴

部上半から斜位の刷毛目が加わるようになる。摩耗が著しいが、外面にも刷毛目調整が施された可能性

がある。平底で腕部中位よりやや上半で最大径を灘る。第田~町期の範轄で捉えられよう。

第49図の 1~10は土師器聾である。 1~4 が口縁~胴部片、 5-7 が胴~底部片、 8 -10が底部片で

ある。 1-9が駿東型聾と考えられる。 1は外面に刷毛目調整後の箆磨き調整の痕跡が確認できる。 1・

2は口唇部の粘土帯貼り付けや嗣部の形状から、山本編年4-5段階の範鴎で、 7世紀末から 8世紀第

1四半期の聞に位置づけられよう。 3は最大径が胴部上半ではなく、胴部中位に位置する可能性が高く、

口径と胸部径との差が小さい。口縁部は単純口縁に近い。山本編年6段階に相当し、 8世紀第2四半期

に位置づけられる。 4は口唇部内面に、断面三角形状を呈す明確な稜線が認められ、山本編年4段階の

可能性が高い。 7世紀末に位置づけられよう。 5は胴部下半から底部までの窄まりが急で、胴部径に対

して底径が小さくなることが推定される。また、 4と5は出土状況や胎土等から同一個体である可能性

が高い。 6は胴部上半を欠くが、 3同様に最大径が胴部中位に位置する可能性が高く、山本編年6段階、

8世紀第2四半期に位置づけられよう。 8は外面に箆磨き調整が施される。

第50図の 1-8は土師器である。 1-5は駿東型蜜と考えられる。 1は口縁~胴部片で、口唇部の粘

土帯貼り付けによる稜が浅い。山本編年5段階、 8世紀第1四半期に位置づけられょうか。 2-4は口

縁部片、 5は頚~胴部片である。 6はほぼ完形の鉢である。坪よりも聾に近い組ぃ胎土で、成形される。

7・8は埼塙のような形態を呈す。手提ねによるミニチュア土器と理解した。

9 -19は須恵器坪である。 9~11は無台でほぼ完形、 12 ・ 13は口縁~底部片である。いずれも丸底に

近い平底で、ある。 11は口縁部を中心に焼け歪みが認められる。 14~15は口縁~体部片、 16は体~底部片

である。 14は丸椀に近い形態を呈す。概ね 8世紀代の資料と考えられる。 17-19はほぼ完形の有台坪で

ある。 18・19は焼成の加減か器面が瓦質化し、黒い光沢を発する。 19は突出した底部が高台からはみ出

ており、第 I-II期に帰属される。 17・18は19よりもやや時期が下る。

第51図の 1-12は須恵器有台坪である。 1は完形、 2はほぼ完形、 3-11は口縁~底部片、 12は底部

片である。 1は底部から口縁部まで緩やかに立ち上がり、箱形に近い形態を呈す。器高が高く坪部もや

や深めに作られる。形態的特徴から助宗窯産の可能性が高い。しかし、助宗窯産有台坪は箆による削り
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第5節奈良・平安時代の遺構と遺物

られる。須恵器は助宗窯産の可能性がある第51図の 1を除き、形状や胎土からほぼ全て湖西窯産である

と考えられる。 7世紀末から 8世紀前葉までの間に位置づけられる資料が多いようである。総じて、 3

号溝状遺構の帰属時期も、 7世紀末から 8世紀前葉に位置づけられよう。

4号溝状遺構(第42図)

検出した部分で長さ3.5m程、幅0.6m程、深さ0.15m程を測る。覆土は単層である。 1• 3号溝状遺

構に切られる。

遺物は土師器や須恵器の破片が数点出土したが、図化に耐え得る資料は認められなかった。 1• 3号

溝状遺構に両端を切られることから、両遺構よりも相対的に若干古いことが分かり、奈良・平安時代に

帰属するものとした。

5号溝状遺構(第42・52図)

3号溝状遺構同様に多くの土師器・須恵器・木片が集中して出土した。長さは 8m程で、南北両端は

撹乱によって失われている。幅は北端付近で2.5m、南端付近2mを測り、検出面からの深さは乎均して

0.1mで、ある。覆土は単層で黒褐色(lOYR2/2)、粘性・しまりともに強く、粒の細かい円喋を多く含ん

でいる。第53図の 9が3号溝状遺構出土の破片と接合したことなどからも、本来は 3号溝状遺構と連結

する同ーの遺構であった可能性が考えられる。出土土器についても、 3号溝状遺構同様に数個体がその

場で割れたような出土状況を示している。

5号溝状遺構出土遺物(第53・54図)

第53図の 1---7は土師器坪である。 1• 2はほぼ完形、 3---6は口縁~底部片、 7は底部片である。

1・3---6は杯A1類で第 I---II期、 2 • 7はA2類で第血---IV期に位置づけられる。 5は黒色、 7は

内黒土器である。 8---15は土師器蜜である。 8は口縁部片、 9は頚~腕部片、 10・11は胴~底部片、 12

---15は底部片である。 8・10・11は駿東型聾と考えられる。 9は器面の摩耗が著しいため断定できない

が、口融部と胴部接合部に実き出しが認められるなど、駿東型査の特徴をもっ。 16・17は須恵器坪であ

る。 16は口縁~底部片、 17は体~底部片である。概ね 8世紀代の資料と考えられる。

第54図の 1---5は須恵器有台坪である。 1は口縁~底部片、 2・3は体~底部片、 4・5は底部片で

ある。 2・4・5は底部が高台よりも突出する 7世紀末から 8世紀初頭に特徴的な形態である。 1• 3・

5は底部の張りが弱く、 2・4よりもやや時期が下ると考えられる。 6• 7は須恵器杯蓋である。 6は

口縁部の一部を欠く。 8世紀前葉に位置づけられょうか。 7は頂部を欠く。

5号溝状遺構出土土器は土師器が杯と蜜、須恵器が杯と坪蓋など、器種が3号溝状遺構出土資料と一

致している。土器の年代観も 3号溝状遺構と同様に 7世紀末から 8世紀前葉に位置づけられる資料が認

められる。出土土器の検討からも、 3号溝状遺構と 5号溝状遺構は同一遺構であった可能性は高く、 5

号溝状遺構の帰属時期も 3号溝状遺構同様、 7世紀末から 8世紀前葉に位置づけられよう。

6号溝状遺構(第42図)

部分的に浅くなることから所々途切れるものの、調査区内での長さは推定62m程延伸することが見込

まれ、東端はさらに調査区外へと続く。幅は 1m程で、深さは西側で0.15mだが、東側では0.05mとな

り、東ほど浅くなる傾向にある。西から東まで、ほぽ直線的に延伸する。土層の堆積状態から 2層に分

層されるが、掘り込みの浅い東側では第2層しか残存していなかった。 43・45・49・50・51号土坑と撹

乱によって一部が切られている。

6号溝状遺構出土遺物(第57図)

土器 1は土師器聾の底部片である。 2は灰紬陶器椀の底部片である。三日月高台の内側下半の内傾が

やや弱いことから、猿投窯編年の黒笹90号窯式3型式から折戸53号窯式 1型式の聞に位置づけられ、 9

世紀末から10世紀初頭に帰属する。
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第54図 5号溝状遺構出土土器実測図②
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長さ 2m程、幅0.5m程、深さ0.08m程を測る。覆土は単層である。遺物の出土は認められなかったが、

南端を 8号溝状遺構によって切られていることから、 8号溝状遺構よりも相対的に若干古いことが分か

り、奈良・平安時代に帰属するものとした。

8号溝状遺構(第55図)

蛇行しながらも、概ね南北方位に延伸するようである。調査区内での長さは26m程を測り、北端はさ

らに調査区外へと続く。幅は平均 1m、深さは南側が深い傾向にあり、 0.16m程を測る。覆土は単層で

ある。 7号溝状遺構を切るが、 78号土坑・ 2号土坑列によって切られる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器費や須恵器聾の破片が数点出土したことか

ら、奈良・平安時代に帰属するものとした。

9号溝状遺構(第56図)

撹乱によって所々寸断されるが、長さは推定4m程を測る。北側で幅0.8m、深さ0.1mを測る。覆土

は単層である。

9号溝状遺構出土遺物(第57図)

土器 3は灰柚陶器椀の底部片である。高台が外側に張り出すものの、三日月高台の内側下半の内傾が

やや弱いことから、猿投窯編年の黒笹90号窯式3型式に相当し、 9世紀末の資料と考えられる。

10号溝状遺構(第56図)

非常に細長く、やや蛇行しながらも南北方位に延伸するようである。撹乱によって所々す断されるが、

長さは推定27m程を測る。幅は平均0.2m、深さは0.05mを測る。覆土は単層で円喋を多く含む。 4号土

坑列を切る。底面出土の木片の樹種同定を実施した結果、樹種はヒノキであった。

図化し得なかったが、土師器杯破片が出土したことから、奈良・平安時代に帰属するものとした。

10号溝状遺構出土遺物(第57図)

石器 4は敵石である。石材は中粒砂岩で、敵打痕が縁辺部に認められる。

11号溝状遺構(第58・59図)

大きく蛇行しながら東西方向に延伸する。調査区内での長さは102m程を測り、南西偶はさらに調査区

外へと続く。北東隅は撹乱によって切られている。最大幅は1.5mを測るが、南西隅は0.5mと幅を狭め

る。深さは西側で深く 0.25mを測るが、東側では0.1m前後と浅くなる。土層の堆積状態から 2層に分層

され、第2層に砂粒が認められる。出土土器は破面に角のない隅丸な小破片ばかりで、流れの中でロー

リングを受け土器破面が摩滅したものと考えられる。また、遺構がほぼ東西方向に向かつて延伸するも

のの、小さな蛇行を繰り返していることから、奈良・平安時代における自然流路か、またはそれを用い

て人為的に造られた何らかの流路であった可能性が高い。 12号溝状遺構と 7号土坑列を切るが、 6号土
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第55図 7・8号溝状遺構・ 2号土坑列平・断面図

坑列と撹乱に一部切られる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

12号溝状遺構(第59図)

長さは11m程で、あるが、本来もっと長く延びていた部分が、 11号溝状遺構に切られている可能性もあ

る。幅は 2m程、深さは0.1m前後を測り、覆土は単層である。 11号溝状遺構よりやや幅広だが、 11号溝

状遺構とほぼ同一方向に延伸するため、中央部を大きく切られている。 12号溝状遺構の埋没した箇所を

11号溝状遺構として掘り直していた可能性も考えられる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器杯の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

6号土坑(第60図)

平面形は楕円形を呈し、長径1.64m、短径1.36mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さは0.14m

を測る。
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調査の成果第田章

/ 

三:域:曹
9号溝

-g;'.、ー

酉呈~
10号溝

10m S=l‘200 

Q_， ，~ 
E伽〆ノ A 'J ~ 

~ーヲ勿柑
1 9号溝状遺構覆土黒色土 10YR2/1 粘性強

しまり強径5-10mmの同様少し含む
2 10号溝状遺構軍土黒色土 10YR1.7/1 粘性有

しまり弱 径5-10mmの円磯多くと径5mm前後の赤色粒子若干含む
3 3号土坑列覆土黒褐色土 10YR3/1 粘性有

しまり有径1-3cmの伺礁と径5mm前後の赤色粒子若干含む
4 4号土坑列覆土黒色土 10YR2/1 粘性強

しまり強径1-3cmの地山ブロツヴ若干と径5-10mmの円磯少し含む

2m S=l :40 

9・10号溝状遺構・ 3・4号土坑列平・断面函

s1 ¥:--d 

第56図

¥トベマ〆2

さまFj~工二二ヰ

4 

くコ:-10cm S=l :3 

6・9・10号溝状遺構出土土器および石器実測図
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5.1m 
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第 5節奈良・平安時代の遺構と遺物

ムイy〆

7号土坑~J

S=l :200 1伽n

A' 

C' 

w 

B 
5.1m 

1 11号溝状遺構第1層 黒褐色土 10YR3/2 粘性強
しまり有 径5-10mmの地山ブロッウ若干含む

2 11号溝状遺構第2眉精褐色土 10YR3/3 粘性有
しまり有径3mm前後の角磯僅かに含む

3 6号土坑~J覆土黒褐色土 10YR3/1 粘性強
しまり強径1胴以下の白色粒子若干含む

努務

4 25号土坑覆土黒色土 7.5YR2/1 粘性有 しまり有
径1-5cmの地山ブロッウと径1-3mmの白色・赤色粒子若干含む

5 7号土坑列覆土黒褐色土 5YR2/1 粘性弱
しまり有径1-3棚の白色・赤色粒子少し含む

S=l :40 2m 

B' 

第58図 11号溝状遺構・ 6・7号土坑列・ 25号土坑平・断面図

6号土坑出土遺物(第74図)

土器 1は須恵器壷の胴~底部片で、有台の無蓋長頚壷と思われる。ややいびつな形態で、 8世紀後半

の所産であろうか。 2は須恵器聾の胴部破片である。内面に当て具痕である青海波文が認められる。

7号土坑(第61図)

平面形は楕円形を呈し、長径3.12m、短径1.92mを測る。覆土は土層の堆積から 2層に分層され、検

出面からの深さはO.10mを測る。 1号溝状遺構に切られる。
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第E章調査の成果

/〆

12号溝

S=l :200 1伽1

勿務亥

~ 

mァ勿放努亥Z

放.
1 11号溝状遺構第1盾 黒褐色土 10YR3/2 粘性強

しまり有 径5-10mmの地山ブロッヲ若干含む
2 11号溝状遺構第2層 暗褐色土 10YR3/3 粘性有

しまり有 径3mm前後の角機僅かに含む

。

3 12号溝状遺構覆土 にぶい黄褐色土 10YR4/3 
粘性有 しまりやや有

S=l :40 2m 

第59図 11・12号溝状遺構平・断面図
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1 黒色土 10YR2/1 粘性強

しまり強径1-3cmの同様少し含む

S=1 :40 2m 

第60図 6号土坑平・断面図

第 5節奈良・平安時代の遺構と遺物

7号土坑出土遺物(第74図)

土器 3は土師器杯の底部片である。 4は須恵器

坪の底部片である。無台で底径が小さい。 5は須

恵器部蓋の口縁部片である。外面に貼り付いてい

る高台は、焼成時に有台坪の一部と融着したもの

と考えられる。

8号土坑(第62図)

平面形は楕円形を量し、長径1.62m、短径は残

存部でO.72mを測る。覆土は土層の堆積から 2層

に分層され、検出面からの深さはO.34mを測る。

調査区際で検出された。

8号土坑出土遺物(第74図)

土器 6は須恵器有台坪の底部片である。丸底の

底部がやや張り出す。

9号土坑(第63図)

いびつな平面形を塁し、非常に浅いが、覆土に

円礁を多く含むため、判別が可能である。長径

2. 70m、短径1.56mを測る。覆土は単層で、検出

面からの深さはO.04mを測る。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器の破片が数点出土したことから、奈良・平

安時代に帰属するものとした。

10号土坑(第64図)

平面形はいびつな楕円形を呈し、長径O.48m、短径O.24mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さ

はO.04mを調日る。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器蜜の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

11号土坑(第65図)

平面形は楕円形を呈し、長径1.52m、短径1.04mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さはO.14m

を測る。 12・13号土坑に切られる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

12号土坑(第65図)

平面形は楕円形を呈し、長径1.60m、短径1.48mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さはO.22m

を測る。 11号土坑を切る。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器査の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

13号土坑(第65図)

平面形は楕円形を呈し、長径O.76m、短径O.58mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さはO.08m

を測る。 11号土坑を切る。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器蜜の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。
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第四章調査の成果

A 

Ii. 
5.伽

14号土坑(第66図)

1号溝状潰構

7号土坑

1 1号溝状遺構第1層 黒褐色土 10YR3/1 粘性強
しまり強径1cm前後の円礁僅かに含む

2 1号溝状遺構第2層 黒褐色土 10YR3/2粘性有
しまり強径1cm前後の円礁僅かと地山土若干含む

3 1号満状遺構第3眉 暗褐色土 10YR3/3 粘性有
しまりやや有径1cm前後の円礁非常に多く含む

4 1号溝状遺構第4漕黒褐色土 10YR3/1 粘性やや有
しまり有径1-2cmの円礁非常に多〈含む

5 7号土坑第1層黒褐色土 10YR2/2 粘性強
しまり強径1-5cmの赤色粒子若干含む

6 7号土坑第2膳 にぶい黄褐色土 10YR4/3 粘性有
しまり有径1cm前後の円礁やや多〈含む

S=l :40 お1

第61圏 7号土坑・ 1号溝状遺構平・断面図

i r--ーー
I ' 

.I. 

.I. 

平面形は楕円形を是し、長径1.44m、短径は残存部でO.54mを測る。覆土は単層で、検出面からの深

さはO.44mを測る。 15号土坑に切られる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

64 



A 

排水溝

A 
5伽

跡

..K 

..K 

1 黒色土 10YR2/1 粘性強 しまり有
径1cm前後の円礁多く含む

2 黒褐色土 10YR3/1 粘性強 しまり強
地山土少し含む

o S=l :40 2m 

第62図 8号土坑平・断面図
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主自』
!. ..K 

5伽

坊秀
1 黒褐色土 10YR3/1 粘性強 しまり強

径1mm以下の赤色粒子と地山土若干含む

S=l :40 

第64図 10号土坑平・断面図
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第5節奈良・平安時代の遺構と遺物

ム「平コ7

..K 

A' 
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A 

1 黒褐色土 10YR3/1 粘性強 しまり有
径5-10cmの円礁多く含む

S=1:40 2m 

第63図 9号土坑平・断面図

¥ 
12号土坑

..K 

5伽三ゑ抜放~
1 黒褐色土 10YR2/2 粘性強 しまり有

径3-10cmの地山ブロッヴ少し含む
2 黒褐色土 10YR2/2 粘性強 しまり強

下部ほど径3-10cmの地山ブロッヴ多く含む
3 黒褐色土 10YR2/2 粘性有 しまり有

径1-8cmの地山ブロック少し含む

S=l :40 2m 

第65図 11"'13号土坑土坑平・断面函



第m章調査の成果
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ムイy〆

16号土坑 15号土坑 14号土坑

1 黒色土 10YR2/1 粘性強 しまり強
2 黒褐色土 10YR2/2 粘性強 しまり強

径2-8cmの地山ブロックやや多〈含む
3 黒色土 10YR2/1 粘性強 しまり有

径1-3cmの地山ブロック少し含む

S=1 :40 

第66図 14"""16号土坑平・断面図

ムイy〆

丘O~
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勿 初
1 黒褐色土 10YR3/1 粘性有

しまり有地山土少し含む

S=1 :40 

第68図 21号土坑平・断面図
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第5節奈良・平安時代の遺構と遺物

伊

¥"'. 

ノX

ゑみ伺~
1 17号土坑覆土黒色土 10YR2/1 粘性有 しまり有
2 18号土坑覆土黒褐色土 10YR2/2 粘性強 しまり有
3 19号土坑覆土黒褐色土 10YR2/2 粘性有 しまり強
4 20号土坑覆土黒褐色土 10YR3/1 粘性強 しまり強

S=1 :40 釦1

第67図 17"""20号土坑平・断面図

/ 且正

.!l 

I 黒褐色土 10YR2/2 粘性強 しまり有
径2-5cmの地山ブロッヴ少し含む

B' 

。 S=1 :40 白n

第69図 22号土坑平・断面図
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第田章調査の成果

23号土坑(第70図)

平面形は楕円形を呈し、長径1.46m、短径0.78mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さは0.06m

を測る。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

24号土坑(第71図)

平面形は楕円形を呈し、長径0.84m、短径0.42mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さは0.08m

を測る。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器蜜の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

25号土坑(第58図)

平面形はいびつな楕円形を呈し、長径2.90m、短径1.18mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さ

は0.10mを翻る。 6号土坑列を切る。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

2号土坑列(第55図)

5基の土坑群と 6基の小穴群、不定形な細長い遺構1基によって構成される。不定形な遺構は土坑を

連ねたような形態を呈している。同ーの覆土をもち、いずれも単層である。土坑や不定形遺構は弧を描

くように列状に並び、本来は 1条の溝状遺構であった可能性が高い。全般的に浅いが、西端の最深部で

は深さ0.15mを測り、 8号溝状遺構を切る。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器部の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

3号土坑列(第56図)

4基の小穴群と不定形な土坑1基で構成される。同ーの覆土をもち、いずれも単層である。土坑や小

穴はさらに上層から掘り込まれていた可能性もあり、本来は 1基の土坑であった可能性も考えられる。

3号土坑列出土遺物(第74図)

土器 7は土師器柑の底部片である。古墳時代にまで遡る可能性がある資料であるが、 3号土坑列覆土

内からは土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・平安時代に帰属するものとした。

4号土坑列(第56図)

13基の土坑群と 5基の小穴群で構成される。向ーの覆土をもち、いずれも単層である。南北方向に列

状に並び、本来は 1条の溝状遺構であった可能性が高い。その場合、 10号溝状遺構と並行して延伸する

ことになろう。深さは0.05mを測り、 10号溝状遺構と同規模である。 10号溝状遺構と撹乱によって一部

が切られる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、須恵器坪の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

5号土坑列(第72図)

2基の土坑群と 1基の小穴で構成される。同ーの覆土をもち、いずれも単層である。土坑や小穴はさ

らに上層から掘り込まれていた可能性もあり、本来は 1条の溝状遺構あるいは 1基の土坑であった可能

性も考えられる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。
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奈良・平安時代の遺構と遺物第5節
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勿務~
1 黒褐色土 10YR2/2 粘性強 しまり強

径2-3cmの地山ブロック少し含む1 黒褐色土 10YR3/1 粘性有 しまりやや有

2m S=1 :40 

24号土坑平・断面図第71図
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伽汚物
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第70図

1 黒褐色土 10YR3/1 粘性強
しまり強地山土若手含む

ムイy〆
2m 

5号土坑列平・断面図

S=1 :40 

第72図

5崎正

1 黒褐色土 7.5YR3/1 粘性有 しまり有
径3-5mmの赤色粒子若干と地山土僅かに含む

官。
/ 

釦l

f 
ノ

S=1 :40 

8号土坑列平・断面図

6号土坑列(第58図)

46基の土坑群と 18基の小穴群で構成される。同ーの覆土をもち、いずれも単層である。直線的に南北

方向に並んでおり、本来は 1条ないしは 2条の溝状遺構であった可能性が考えられる。一部の土坑の覆

土から木片が出土しており、溝状遺構ではなく杭列であった可能性も想定されるが、明確な木杭の痕跡

等は認められなかった。 11号溝状遺構を切るが、 25号土坑に切られる。
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第74図 6"'8号土坑・ 3・6号土坑列出土土器実測図

6号土坑列出土遺物(第74図)

土器 8は土師器聾の口縁部片である。

7号土坑列(第58図)

γ 

4基の土坑群と 7基の小穴群で構成される。同ーの覆土をもち、いずれも単層である。本来は11号溝

状遺構と交わるように延びる 1条の溝状遺構であった可能性が考えられる。 11号溝状遺構に切られる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

8号土坑列(第73図)

1基の土坑と 2基の小穴群で構成される。同ーの覆土をもち、いずれも単層である。土坑や小穴はさ

らに上層から掘り込まれていた可能性もあり、本来は 1基の土坑であった可能性も考えられる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、土師器聾の破片が数点出土したことから、奈良・

平安時代に帰属するものとした。

遺構外出土遺物(第75~79図)

土器 第75図の 1~39は土師器坪である。 1 はほぼ完形、 2~6 は口織~底部片、 7~18が口縁~体部

片、 19~23が口縁部片、 24~39が底部片である。 1 は丸底で、口縁部が僅かに内傾する。半円球の形態を

呈し、内部には箆磨き調整が施される。 3・4はいぶし焼きにより器表面に炭素を吸着させた黒色土器

である。 3は内外面とも器面に磨き調整の痕跡が認められ、丸底で体部から口縁部にかけて緩やかに内

外面に屈曲する。 1・3の帰属時期は6世紀後半から 7世紀前半頃まで遡る可能性がある。 5は平底で

底部から口縁部まで直線的に立ち上がり、箱形を呈す。 6は口径に対して器高が低く、皿かあるいはか

わらけの可能性もある。 7~13は底部を欠くが、体部下半の形態から丸底になる可能性が高い。 24~39

の底部片は全て平底である。 40~42は土師器有台杯である。 40が口縁~底部片、 41 ・ 42が底部片である。

須恵器有台坪を模したような形態を呈する。須恵器有台郎自体が8世紀後半から 9世紀にかけて激減す

ることから、 8世紀中頃あるいはそれ以降の所産と考えられる。

第76図の 1~3 は土師器有台坪の底部片である。 4~19は土師器聾である。 4~6 が口縁~胴部片、
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第6節中世の遺物

中世の遺物は包含層や遺構検出面直上からの出土が多く、中世に帰属される遺構は検出されなかった。

遺物としては総破片数119点の中世陶磁器が出土した。その全ては第 2~4表に破片数をまとめている。

なお、出土陶磁器の数値化に際しては、『陶磁器から見る静岡県の中世社会j(菊川シンポジウム実行委員

会編 2005)に示されている集計表に準拠して表を作成した。特筆すべき点として、貿易陶磁の出土数が

比較的多い点があげられる。貿易陶磁の出土破片数は47点を数え、総数に対する割合は39.4%を占める。

中でも龍泉窯系の青磁碗の出土が目立つ。

以下、貿易陶磁については小野正敏氏(小野 1994)の、瀬戸・美濃製品については藤沢良祐氏(藤

沢 1991・2002)の編年に準じている。また、松井一明氏の論考(松井 1993)や『概説中世の土器・陶

磁器j(中世土器研究会編 1995)も参考にしている。

総数が少なく、詳細な分類を行えなかった資料も多いため、時期別の数値化は実施しなかった。 13世

紀中葉から14世紀前葉、 15世紀後葉から16世紀前葉、そして16世紀後葉に比定される資料が多いという

出土傾向がある。 13世紀中葉から14世紀前葉にかけての資料は龍泉窯系Bl類青磁碗を中心とする。 15

世紀後葉から16世紀前葉にかけての資料は、古瀬戸後期から大窯にかけての瀬戸・美濃製品が多い。 16

世紀後葉の資料として多いのは、大窯4段階の志野丸皿である。

土器(第80図)

1~5 は貿易陶磁である。 1~4 は龍泉窯系青磁碗で、 1 が口縁~体部片、 2 ・ 3 が底部片、 4 が口

縁部破片である。 1は体部外面に半肉彫りの鏑蓮弁文が配される。龍泉窯系Bl類に相当し、 13世紀中

葉から14世紀前葉に位置づけられる。 2は底部内面付近に劃花文が施される。龍泉窯系A2類から 4類

の間に位置づけられ、 12世紀後葉から13世紀前葉の所産である。 3は外面の底部付近に鏑蓮弁文が認め

第2表 出土遺物破片数量表(貿易陶磁)

種 別 器 種 名 分 類 年 代 破片数

龍泉窯系A2~4類 12後~13前葉 5 

碗 類
龍泉窯系B1類 13中~14前葉 16 

青 磁 龍泉窯系B2類 14末~15初 1 

不明 16 

皿 類 無文折縁皿類 13~14 1 

自 磁 碗 類
W類 12後 2 

不明 1 

青白磁 瓶 類 梅瓶 14~15 3 

染 付 皿 類 B1群 15中 2 
J口L 計 47 

第3表 出土遺物破片数量表(瀬戸・美濃製品)

器 種 名
古瀬戸後期

古瀬戸~大窯
大窯製品

合計
W 1 2 3 4 

天 目 天呂茶碗 I I 

碗 類 灰粕平碗 2 2 

灰紬丸皿 6 1 7 

皿 類 灰紬縁紬血 1 1 

志野丸皿 8 8 

盤 類
灰紬直縁大皿 3 3 

灰紬盤類 1 1 

播 鉢 播 鉢 4 1 5 
メEbZh 言十 6 12 1 9 28 
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られ、 1同様に龍泉窯系Bl類、 13世紀中葉

から14世紀前葉の所産である。 4は内面に劃

花文が施され、龍泉窯系A2類から 4類の問、

12世紀後葉から13世紀前葉に比定される。 5

は白磁碗の体~底部片である。削り出し高台

をもち、内面および外面体部上半に施紬され

る。 IV類に相当し、 12世紀後葉の所産である。

6~8 は瀬戸美濃製品である。 6 は灰紬縁

紬小皿の口縁~底部片である。古瀬戸後期IV

期古段階にあたり、 15世紀中葉に位置づけら

れる。 7・8は志野丸皿で、 7が口縁~底部

片、 8が体~底部片である。高台は削り出し

輪高台である。体部下半は直線的に開き、中央付近に稜が入る。 7の口縁部は緩やかに外反する。いず

れも大窯 4期段階にあたり、 16世紀後葉の所産である。 9~11は山茶碗である。 9 は常滑の碗の口縁部

破片である。尾張系 3型式から 4型式の聞に位置づけられ、 12世紀の所産である。 10・11は小皿で、 10

第4表 出土遺物破片数量表(その他の陶器)

種別 器種名 分類 破片数

山茶碗類
山茶碗 尾張系 3-4型式 1 

小皿 東遠江系頂期 3 
A口、 計 4 

蜜
9型式 1 

不明 14 

常滑製品 8-9型式 1 

鉢 10-11型式 2 

不明 5 

メ口L 計 23 

渥美製品
議 不明 12 

鉢 不明 5 

l口h 計 17 
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第 7節近世以降の遺構と遺物

lま 、むある。 ある。いずれも にあたり、

口される。 12は常滑製品

の である。

ム

ち上がりから、半、の

と
。

ス
ω

『日 東日 5 国立歴史民

「瀬戸古窯吐群II

「瀬戸・

ダ}ー

「遠江における山茶碗生産についてJr静岡県考古学研究j25 

菊川シンポジウム実行委員会編 2005 ~陶磁器かι鬼る静岡県の中世社会』

中世土器研究会'編 1995 r概説中世の土器 a

第7節近世以 遺構と

として、池状遺構 1基 9 9条。士坑15基。士、坑列 l し

として、前千麦の;沙利 〈含まれる点が挙げられる。

地状遺構

広がり、

出

ょう 。32号土坑付近 に三方向へ直線状に

っている。南端はさらに調査区外へと続く。北側の張り

は402τ口、最大深はO，5mを測る。土層の堆積から 5層に分層されるが、遺構の南側は

くなり、第 5層や第4層、地点によっては第 3層の堆積も認められなくなる。このことから、

る北測の張り出し部が先行して埋没していったことが想定されよう。 16• 

される。

17号帯状遺構

3 

カマツまたはクロマヅであった。

32号土坑付近を基点に東 e 西-

り、周囲にフド，J杭;を打設したものと

められており、北側

される。また、他に畑の

司

令。

がっており、正方位を意識し，て講を

していたような

める、あるいは北側から

も考えられよう。

?こめ

り出

あろう。

図化

る。 他に青磁碗。青

出土した。

3は月3;主耳て明

ある。 F半を中心に加工を施し

ていた。樹種はタリである。 4は

められる。農具など
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第E主主 調査の成果

A 
5伽

B 
5伽

ト一一一一一一本来の16号講状遺織の縄一一一一→

ゑ 疹 勿 昨 夜
D 

5伽

A' 

B' 

0' 

ゑ務援~
E 

5伽
.I 

S=l :40 2m 

1 池状遺構第1層集褐色土 7.5YR2j2
粘性やや有 しまりやや有
径1-4cmの円礁と3-20cmの地山ブロツヴやや多く含む

2 池状遺構第2層黒褐色土 7.5YR3j2
粘性やや有 しまり有
径3-15mmの円磯僅かと径1-2cmの地山ブロッウ若干含む

3 池状遺構第3層黒褐色土 7.5YR3j2 粘性有
しまり有 径1cm前後の地山ブロッウ若干含む

4 池状遺構第4摺黒褐色土 7.5YR3j1 粘性有
しまり有径1-3cmの地山ブロッウ少し含む

5 池状遺構第5膚黒褐色土 7.5YR3j1 粘性有
しまりやや弱 径1cm前後の円諜やや多く含む

6 16号溝状遺構覆土黒褐色土 7.5YR2j2 粘性やや有
しまり有径1-4cmの円礁を若干含む

7 17号溝状遺構覆土黒褐色土 7.5YR2j2 粘性有
しまり有径5-15mmの同様と地山ブロッウ少し含む

8 18号溝状遺構覆土黒褐色土 7.5YR3j2 粘性有
しまり有径1cm前後の同様僅かに含む

第81図池状遺構・ 16"'18号溝状遺構・ 26"'34号土坑平・断面図 (A"'E)
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G 
5伽

F 
5伽

第7節近世以降の遺構と遺物

.[ 

..[ 

5伽

~~ 
J 

1 26号土坑覆土黒褐色土 10YR3/1 粘性強 しまり有径1-3cmのR鶴少し含む
2 27号土坑覆土黒色土 10YR2/1 粘性やや有 しまり強径2-3cmの地山ブロック若干含む
3 28号土坑覆土黒色土 10YR2/1 粘性強 しまり強径5cm前後の同様若干含む
4 29号土坑複土黒褐色土 10YR2/2 粘性有 しまり有
5 30号土坑覆土黒褐色土 10YR3/1 粘性有 しまり有
6 31号土坑第1層集褐色土 7.5YR2/2 粘性有 しまり有径1-5cmの円礁をやや多く含む
7 31号土坑第2層巣褐色土 7.5YR3/2 粘性有 しまりやや有
8 32号土坑覆土黒色土 10YR2/1 粘性強 しまり強径2-3cmの地山ブロッウ僅かに含む
9 33号土坑覆土黒色土 7.5YR2/1 粘性有 しまりやや弱径1-5酬の円礁多く含む
10 34号土坑覆土黒褐色土 7.5YR2/2 粘性やや有 しまり有上部ほど径1-3cmの円礁多く含む

S=l :40 2m 

第82図 26"'34号土坑断面図 (F"'J)

H' 

未成品の可能性が考えられる。樹種は二葉マツ類でアカマツあるいはクロマツである。 3.4の他に細

片であったため図化し得なかったが、漆椀の破片が出土している。暗赤色(10R3/6)の漆が塗布されて

いた。樹種はケヤキである。

銅製品 5は棒状銅製品である。欠損しておらず、完形と思われる。断面は楕円形の中空で、、両端部が

僅かに外側に広がる。 X線撮影写真では中央横方向に継ぎ目のようなラインが認められた。用途は不明

だが、その形態から煙管吸口等の未成品である可能性も考えられる。

銭貨 第92図の 1は昭和14年 (1939年)発行のカラス一銭アルミ貨である。池状遺構覆土の底面付近か

ら出土した。昭和14年のカラス一銭アルミ貨には、「四jの字に「ノレ四」と「角四」の 2種があるが、本

資料は「ノレ四jにあたる。

13号溝状遺構(第84図)

東西方向に細長く直線状に延伸する。調査区内での長さは21.5m程を測り、西端はさらに調査区外へ

と続く。幅は平均0.4m、深さは0.2mを測り、土層の堆積状態から 2層に分層される。現地では、細長

く直線的な形態から近代以降の暗渠の可能性が検討された。

13号溝状遺構出土遺物(第90図)

土器 1は土師器坪の底部片で13号溝状遺構覆土上端から出土した。 2は土師器塙の口縁~胴部片であ
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第回章調査の成果

穴三三 ι グ

¥ 

8=1:3 10cm 

-E三三エ玉三ヨー 3

口二三コ
一三三三三号

。
S=1:2 5cm 

第83図 池状遺構出土土器・木製品・銅製品実測図

4 

S=1:4 10cm 

る。口縁部が肥厚するとともに外反する。胴部内外面に刷毛目の痕跡が認められる。他に図化し得なかっ

たが、近世陶磁器の破片が数点出土した。

14号溝状遺構(第85図)

15号溝状遺構と並行するように直線状に延伸する。調査区内での長さは9.2m程を測り、北端はさらに

調査区外へと続く。幅は平均O.4m、深さはO.15mを測り、覆土は単層である。 15号溝状遺構と撹乱に切

られる。遺物の出土は認められなかったが、近世陶磁器が出土した15号溝状遺構との切り合い関係から

近世以降に帰属するものとした。また、細長く直線的な形態から13号溝状遺構同様、近代以降の暗渠の

可能性が考えられる。

15号溝状遺構(第85図)

14号溝状遺構と並行するように直線状に延伸する。調査区内での長さは3.2m程を測り、北端はさらに

調査区外へと続く。幅は平均O.6m、深さはO.2mを測り、覆土は単層である。 14号溝状遺構を切り、撹

乱に切られる。

遺物は図化に耐え得る資料は認められなかったが、近世陶磁器の破片が数点出土したことから、近世

以降に帰属するものとした。

16号溝状遺構(第81図)

池状遺構の一部と並行するように東西方向に延伸する。長さ 13m程、幅 1m程、深さO.1m程を測る。
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は単層である。

は図化に

するものとした。

図)

覆土は単層である。

は図

するものとし?たこ。

に切られる。

めらなかった

る。長さ 9

を切るの

られなかった
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第四章調査の成果

と並行するように南北方向
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ある。
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21 
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、11はlま

される 3

など

の

平面形
_.九

〆い

~." .、 さはO.16rn

るように

の出土

るものとした。

る。 とともに

を有していた

る配置土、

平面形は楕円形を呈し、長径O.ωHl..短桂0.4

る。 28号土坑に切られる。 26 ⑦ 28~~30号士坑ととも

とから、池状遺構に伴う何らかの機能を有していた可能性がある。

出百から さはO.20m

るように配置されているご

の出土は認められなかった

- 84-



。

ヱJ!
/〆

シC
19号溝

21号溝

S=l :400 2伽

第7節近世以降の遺構と遺物

1. .I. 
5伽 1

f 
ノ ，ーァ

級核務参

ω ;ーザ~

1 19号溝状遺構覆土 黒色土 7.5YR2/1 粘性やや有
しまりやや者径1-4cmの円礁やや多く含む

2 20号溝状遺構覆土 黒褐色土 7.5YR2/2 粘性やや有
しまりやや有 径1-6omの同様やや多く含む

3 21号溝状遺構覆土黒褐色土 7.5YR2/2 粘性やや有
しまりやや有 径10m前後の円傑非常に多〈含む

S=l :40 2m 

第86図 19"'21号溝状遺構平・断面図

覆土の所見や油状遺構との関連性を窺わせる配置上、近世以降に帰属するものとした。

28号土坑(第81・82図)

平面形は楕円形を呈し、長径0.46m、短径0.40mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さは0.12m

を測る。 27号土坑を切る。 26・27・29・30号土坑とともに池状遺構に並列するように配置されているこ

とから、池状遺構に伴う何らかの機能を有していた可能性がある。遺物の出土は認められなかったが、
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第田章調査の成果

覆土の所見や池状遺構との関連性を窺わせる配置上、近世以降に帰属するものとした。

29号土坑(第81・82図)

平面形は楕円形を呈し、長径0.80m、短径0.12mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さは0.18m

を測る。 30号土坑に切られる。 26~28 ・ 30号土坑とともに池状遺構に並列するように配置されているこ

とから、池状遺構に伴う何らかの機能を有していた可能性がある。遺物の出土は認められなかったが、

覆土の所見や池状遺構との関連性を窺わせる配置上、近世以降に帰属するものとした。

30号土坑(第81・82図)

平面形は楕円形を呈し、長径0.94m、短径0.80mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さはO.12m

を測る。 29号土坑を切る。 26~29号土坑とともに池状遺構に並列するように配置されていることから、

池状遺構に伴う侍らかの機能を有していた可能性がある。遺物の出土は認められなかったが、覆土の所

見や池状遺構との関連性を窺わせる配置上、近世以降に帰属するものとした。

31号土坑(第81・82図)

いびつな平面形を呈し、長径2.88m、短径2.00mを測る。覆土は土層の堆積から 2層に分層され、検

出面からの深さはO.14mを測る。調査区際で検出された。遺物の出土は認められなかったが、覆土の所

見や池状遺構との関連性を窺わせる配置上、近世以降に帰属するものとした。

32号土坑(第81・82図)

平面形は楕円形を呈し、長径1.40m、短径1.08mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さは0.08m

を測る。池状遺構に切られる。遺物の出土は認められなかったが、覆土の所見や池状遺構との切り合い

関係から近世以降に帰属するもの

A 

排水溝

勿初劾務協~

。

1 黒褐色土 7.5YR3/1 粘性やや有 しまりやや有
径5-8cmの円礁若干含む

2 黒色土 7.5YR2/1 粘性やや有 しまりやや有
径1cm前後の円磯若干含む

S=l :40 2m 

第87図 35・36号土坑平・断面図

-86-

とした。

33号土坑(第81・82図)

いびつな平面形を塁し、長径

2. 28m、短径1.70mを測る。覆土

は単層で、検出面からの深さは

0.30mを測る。

遺物は図化に耐え得る資料は認

められなかったが、近世陶器の破

片が数点出土したことから、近世

以降に帰属するものとした。

34号土坑(第81・82図)

いびつな平面形を呈し、長径

2.98m、短径1.60mを測る。覆土

は単層で、検出面からの深さは

0.16mを測る。

遺物は図化に耐え得る資料は認

められなかったが、近世陶器の破

片が数点出土したことから、近世

以降に帰属するものとした。

35号土坑(第87図)

いびつな平面形を呈し、長径

3. 20m、短径O.98mを測る。覆土



A 

A 
5伽

39号土坑

¥ 
住コ K

1 37号土坑第1層黒色土 10YR2/1 粘性やや有
しまりやや有 径1cm前後の円礁若干含む

2 37号土坑第2層 にぷい黄褐色土 10YR4/3 
粘性強 しまり強

3 38号土坑第1層黒褐色土 10YR3/1 粘性やや有
しまりやや有 径1cm前後の円礁と地山土若干含む

4 38号土坑第2層 にぷい黄褐色土 10YR5/4 
粘性強 しまりやや有

5 39号土坑覆土 黒褐色土 7.5YR3/1 粘性やや有
しまりやや有 径1cm円磯若干含む

6 40号土坑第1層褐色土 7.5YR4/3 粘性やや有
しまりやや有 黒褐色 (10YR3/1)シルトブロッウ僅かに含む

7 40号土坑第2層泉色土 10YR2/1 粘性強
しまり強径1cm前後の円礁若干

S=l :40 2m 

第88図 37"'40号土坑平・断面図

A' 

第7節近世以降の遺構と遺物

は単層で、検出面からの深さは

0.10mを測る。 36号土坑に南端を

一部切られる。

遺物は図化に耐え得る資料は認

められなかったが、近世陶器の破

片が数点出土したことから、近世

以降に帰属するものとした。

36号土坑(第87図)

平面形は楕円形を呈し、長径

1. 34m、短径O.70mを測る。覆土

は単層で、検出面からの深さは

0.12mを視uる。 35号土坑を切る。

36号土坑出土遺物(第90図)

土器 15は掬器の口縁部片である。

器種は碗あるいは皿であろう。

37号土坑(第88図)

正方形に近い平面形を呈し、長

径0.64m、短径は残存部で0.40m

を測る。覆土は土層の堆積から 2

層に分層され、検出面からの深さ

は0.56mを測る。その平面形態か

ら柱穴の可能性を想定したが、柱

痕は確認できなかった。 38号土坑

に切られる。遺物の出土は認めら

れなかったが、覆土の所見から近

世以降に帰属するものとした。

38号土坑(第88図)

平面形は楕円形を塁し、長径0.68m、短径0.52mを測る。覆土は土層の堆積から 2層に分層され、検

出面からの深さは0.40mを灘る。東端が一部深くなっており、落ち込むようにして堆積している。 37号

土坑同様、平面形態から柱穴の可能性を想定したが、柱痕は確認できなかった。 37号土坑を切る。遺物

の出土は認められなかったが、覆土の所見から近世以降に帰属するものとした。

39号土坑(第88図)

いびつな平面形を呈し、長径2.20m、短径1.32mを測る。覆土は単層で、検出面からの深さは0.05m

を測る。 38号土坑に切られる。遺物の出土は認められなかったが、覆土の所見から近世以降に帰属する

ものとした。

40号土坑(第88図)

長方形に近い平面形を呈し、長径1.60m、短径0.76mを測る。覆土は土層の堆積から 2層に分層され、

検出面からの深さは0.44mを測る。撹乱に一部を深く切られる。覆土の所見から近世以降に帰属するも

のとした。

40号土坑出土遺物(第90図)

土器 16は灰紬陶器椀の底部片である。
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第田章調査の成果

8 Dc 

8?8 '1i1 
。
ο 。 。

o
 

hυ 

も

0
0

円

u
mMMU 

内
凶

O

G

 。内U
円
M
W

匂

A
M
W
 

円
MUV

nu 
仇

ω

c;;;; @ @  。

問。。
明
世
間
M
W

恥
叫

nv

門

ω /〆
〈ooohpg(

oggB5295gdE;;;:。。。

。

。ο

。もも~
O 

S=1:200 10m 

ゑ彦君
1 黒褐色土 5YR2j1 粘性有 しまり強

径1-3mmの白色粒子土若干含む

8=1:40 2悶

第89図 9号土坑列平・断面図

9号土坑列(第89図)

22基の土坑群と67基の小穴群で構成される。北東方向から南西方向に放射状に並んでいる。性格は不

明であるが、本来は 1-3条の溝状遺構であった可能性も考えられる。深さは地点によって異なるが、

平均0.1mを測る。覆土から出土した炭化物の放射性炭素年代測定結果(第IV章第3節参照)から、近代

の遺構と考えられる。

遺構外出土遺物(第91・92図)

土器 1は陶器碗の体~底部片である。内面と外面体部に紬薬が塗布される。近世美濃系の丸碗と考え

られる。 2は陶器灯明皿の口縁~底部片である。紬薬は鉄軸の全面施紬である。近世瀬戸系の灯明皿と

考えられる。 3は陶器鉢類の胴~底部片である。内面と外面胴部に明黄褐色の紬薬が塗される。近世瀬

戸・美濃系の鉢類であろう。 4-6は陶器播鉢で、 4は口縁部片、 5・6は底部片である。 4の口縁端

部は丸くおさまっている。 5. 6の底部は糸切未調整の平底である。底部内面にも播自が確認される。

紬薬は鉄紬の全面施紬である。いずれも近世瀬戸系の播鉢と考えられる。 7• 8は磁器碗の口縁~底部

片である。 7は内面に染付が施される。 8は外面に矢羽文の染付が施される。肥前系の染付碗で、 19世

紀の所産である。 9-10は磁器小碗で、 9がほぼ完形、 10が口縁~底部片である。 9は口縁部外面に雨

捧文の染付が施される。 10の高台は二重高台である。 11は磁器筒形碗の口縁~底部片である。外面に矢

羽文の染付が施される。肥前系の染付筒形碗で、 19世紀の所産である。

土製品 12は丸瓦の破片である。凸面に丁寧な撫で調整が施され、凹面には布目痕が残る。 13も瓦の破

片としたが、肩平な形態で焼成も甘いことから、瓦以外の土製品の可能性も考えられる。片面に叩き目

が残る。
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第90図 13・19"'21号溝状遺構・ 36・40号土坑土器および石器実測図

石器 14は線刻が施された礁である。肩平な礁の表面に 4条の線刻が認められる。線はいくつもの穿孔

が列状に並ぶ列点によって形成されており、擦痕や削痕ではなく意図的に刻まれたものと判断した。石

材はホルンフェノレスである。用途や時期等は不明で、ある。

銅製品 15は遺構面直上より出土した銅製の煙管の雁首である。火皿口径1.5cm、管幅1.1cmを測る。 16

は銅製の煙管の吸口である。やや砂利混じりの包含層中より出土した。 15・16とも明確な稜が認められ

る形態であることから、 17世紀代の所産と考えられる。

銭貨 3点の北宋銭の出土が認められた。最古銭は天聖元賓で初鋳年は1023年、最新銭は元豊通賓で初

鋳年は1078年である。第92図の 2は天聖元賓で銭文の書体は真書である。 3は無寧元賓(初鋳1068年)
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第 7節近世以降の遺構と遺物

で、銭文の書体は真書である。 4は全体の 1/4程を欠くが、元豊通賓で銭文の書体は築書である。

5・6は寛永通費である。摩耗が著しく銭文が明確でないが、「寛jの宇の12画と13画の頭が離れる点

や、「賛」の貝画末尾がハの宇を呈する点から、寛文8年 (1668年)以降に鋳造された俗に新寛永と呼ば

れるものと考えられる。

5 

O8=1:1 2cm 

第92図鏡貨拓影図

参考文献

岡本直久・青木修編 2002 r江戸時代の瀬戸窯J駒瀬戸市埋蔵文化財センター

青木修ほか編 2003 r江戸時代の美濃窯』 糊瀬戸市埋蔵文化財センター

岡本直久・青木修編 2004 r江戸時代の瀬戸・美濃窯』 側瀬戸市埋蔵文化財センタ}

山下峰司・金子健一編 2006 r江戸時代のやきもの一生産と流通一』 駒瀬戸市文化振興財団埋蔵文化

財センター

日本貨幣商協同組合編 2010 r日本貨幣カタログ2010j
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第田章調査の成果

第5表新旧遺構番号対照表

!日遺構番号 新遺構番号 !日遺構番号 新遺構番号 旧遺構番号 新遺構番号

SOOl 8号潜状遺構 S062 89号土坑 S123 23号土坑

S002 7号溝状遺構 S063 88号土坑 S124 139号土坑

S003 6号溝状遺構 S064 97号土坑 S125 130号土坑

S004 67号土坑 S065 13号土坑 S126 143号土坑

S005 66号土坑 S066 105号土坑 S127 140号土坑

S006 60号土坑 S067 104号土坑 S128 144号土坑

S007 59号土坑 S068 107号土坑 S129 21号土坑

S008 65号土坑 S069 100号土坑 S130 132号土坑

S009 8号土坑 S070 93号土坑 S131 133号土坑

S010 64号土坑 S071 92号土坑 S132 146号土坑

SOl1 63号土坑 S072 98号土坑 S133 145号土坑

S012 62号土坑 S073 99号土坑 S134 131号土坑

S013 61号土坑 S074 12号土坑 S135 147号土坑

S014 68号土坑 S075 9号土坑 S136 136号土坑

S015 69号土坑 S076 16号土坑 S137 135号土坑

S016 58号土坑 S077 15号土坑 S138 134号土坑

S017 57号土坑 S078 14号土坑 S139 137号土坑

S018 56号土坑 S079 91号土坑 S140 11号小穴

S019 70号土坑 S080 4号土坑 S141 12号小穴

S020 54号土坑 S081 3号土坑 S142 138号土坑

S021 53号土坑 S082 2号土坑 S143 26号土坑

S022 52号土坑 S083 1号土坑 Sl44 28号土坑

S023 49号土坑 S084 142号土坑 S145 30号土坑

S024 50号土坑 S085 95号土坑 S146 96号土坑

S025 51号土坑 S086 94号土坑 S147 27号土坑

S026 47号土坑 S087 108号土坑 S148 池状遺構

S027 48号土坑 S088 109号土坑 S149 29号土坑

S028 46号土坑 S089 6号小穴 S150 環濠

S029 44号土坑 S090 欠番 S151 18号溝状遺構

S030 45号土坑 S091 欠番 S152 17号溝状遺構

S031 55号土坑 S092 112号土坑 S153 128号土坑

S032 1号小穴 S093 110号土坑 S154 13号小穴

S033 73号土坑 S094 125号土坑 S155 14号小穴

S034 72号土坑 S095 113号土坑 S156 16号潜状遺構

S035 74号土坑 S096 106号土坑 S157 32号土坑

S036 1号溝状遺構 S097 20号土坑 S158 33号土坑

S037 2号小穴 S098 18号土坑 S159 34号土坑

S038 75号土坑 S099 17号土坑 S160 20号潜状遺構

S039 71号土坑 S100 111号土坑 S161 24号土坑

S040 42号土坑 S101 116号土坑 S162 148号土坑

S041 43号土坑 S102 129号土坑 S163 149号土坑

S042 3号溝状遺構 S103 124号土坑 S164 154号土坑

S043 4号溝状遺構 S104 115号土坑 S165 152号土坑

S044 5号溝状遺構 S105 114号土坑 S166 153号土坑

S045 2号潜状遺構 S106 19号土坑 S167 151号土坑

S046 13号潜状遺構 S107 8号小穴 S168 150号土坑

S047 41号土坑 S108 7号小穴 S169 31号土坑

S048 7号土坑 S109 119号土坑 S170 90号土坑

S049 6号土坑 S110 118号土坑 Sl71 9号潜状遺構

S050 79号土坑 S111 117号土坑 S172 21号溝状遺構

S051 82号土坑 S112 121号土坑 S173 19号溝状遺構

S052 83号土坑 S113 120号土坑 S174 36号土坑

S053 84号土坑 S114 123号土坑 S175 155号土坑

S054 81号土坑 S115 10号小穴 S176 35号土坑

S055 80号土坑 S116 122号土坑 S177 39号土坑

S056 86号土坑 S117 9号小穴 S178 38号土坑

S057 85号土坑 S118 127号土坑 S179 37号土坑

S058 87号土坑 S119 126号土坑 S180 40号土坑

S059 101号土坑 S120 22号土坑 S181 7号土坑

S060 103号土坑 S121 5号土坑 S182 11号土坑

S061 102号土坑 S122 141号土坑 S183 76号土坑
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第 7節近世以降の遺構と遺物

旧遺構番号 新遺構番号 旧遺構番号 新遺構番号 旧遺構番号 新遺構番号

S184 5号小穴 S193 157号土坑 S202 3号土坑列

S185 10号土坑 S194 5号土坑列 S203 15号小穴

S186 4号小穴 S195 16号小穴 S204 4号土坑列

S187 3号小穴 S196 1号土坑列 S205 11号溝状遺構

S188 78号土坑 S197 8号土坑列 S206 9号土坑列

S189 2号土坑列 S198 7号土坑列 S207 12号溝状遺構

S190 14号潜状遺構 S199 6号土坑列 S208 欠番

S191 15号潜状遺構 S200 25号土坑 S209 欠番

S192 156号土坑 S201 10号潜状遺構

第6表土坑・小穴計測表 ( )は残存値単位=m

遺構番号 時期 長さ(長径) 幅(短径) 深さ 切り合い関係

1号土坑 iJfF、生 1.14 (0.50) 0.16 2号土坑に切られる

2号土坑 弥生 1.22 (0.44) 0.12 1号土坑を切り、 3号土坑に切られる

3号土坑 弥生 (0.94) (0.22) 0.18 2号土坑を切り、 4号土坑に切られる

4号土坑 弥生 0.86 0.64 0.10 3号土坑を切る

5号土坑 弥生 1.18 0.88 0.26 

6号土坑 奈良・平安 1.64 1.36 0.14 

7号土坑 奈良・平安 3.12 1.92 0.10 1号溝に切られる

8号土坑 奈良・平安 1.62 (0.72) 0.34 

9号土坑 奈良・平安 2.70 1.56 0.04 

10号土坑 奈良・平安 0.48 0.24 0.04 

11号土坑 奈良・平安 (1.52) (1.04) 0.14 12・13号土坑に切られる

12号土坑 奈良・平安 1.60 1.48 0.22 11号土坑を切る

13号土坑 奈良・平安 0.76 0.58 0.08 11号土坑を切る

14号土坑 奈良・平安 (1.44) (0.54) 0.44 15号土坑に切られる

15号土坑 奈良・平安 (1.50) (0.68) 0.12 14号土坑を切り、 16号土坑に切られる

16号土坑 奈良・平安 1.30 0.96 0.16 15号土坑を切る

17号土坑 奈良・平安 (1.26) (0.54) 0.28 19号土坑に切られる

18号土坑 奈良・平安 1.24 0.86 0.42 19号土坑に切られる

19号土坑 奈良・平安 (1.48) 1.20 0.16 17・18号土坑を切り、 20号土坑に切られる

20号土坑 奈良・平安 1.08 0.88 0.22 19号土坑を切る

21号土坑 奈良・平安 0.72 0.56 0.08 

22号土坑 奈良・平安 1.10 0.64 0.10 

23号土坑 奈良・平安 1.46 0.78 0.06 

24号土坑 奈良・平安 0.84 0.42 0.08 

25号土坑 奈良・平安 2.90 1.18 0.10 

26号土坑 近世以降 1.10 0.80 0.16 

27号土坑 近世以降 (0.60) 0.40 0.20 28号土坑に切られる

28号土坑 近世以降 0.46 0.40 0.12 27号土坑を切る

29号土坑 近世以降 0.80 (0.72) 0.18 30号土坑に切られる

30号土坑 近世以降 0.94 0.80 0.12 29号土坑を切る

31号土坑 近世以降 (2.88) 2.00 0.14 

32号土坑 近世以降 (1.40) 1.08 0.08 池状遺構に切られる

33号土坑 近世以降 2.28 1.70 0.30 

34号土坑 近世以降 2.98 1.60 0.16 

35号土坑 近世以降 3.20 (0.98) 0.10 36号土坑に切られる

36号土坑 近世以降 1.34 0.70 0.12 35号土坑を切る

37号土坑 近世以降 (0.64) (0.40) 0.56 38号土坑に切られる

38号土坑 近世以降 0.68 0.52 0.40 37号土坑を切る

39号土坑 近世以降 2.20 1.32 0.05 

40号土坑 近世以降 1.60 0.76 0.44 撹乱に切られる

41号土坑 不明 1.92 1.30 0.30 

42号土坑 不明 0.69 0.40 0.17 

43号土坑 不明 1.48 0.70 0.15 6号溝を切り、 44・45号土坑に切られる

44号土坑 不明 (1.34) (0.88) 0.15 43号土坑を切り、 45・46・48号土坑に切られる

45号土坑 不明 (1.27) 1.02 0.10 6号溝・ 43・44号土坑を切り、 46号土坑に切られる

46号土坑 不明 (1.30) (1.26) 0.09 44・45号土坑を切り、 47・48号土坑に切られる

47号土坑 不明 1.30 1.06 0.10 46号土坑を切る

48号土坑 不明 1.60 1.32 0.16 44・46号土坑を切る
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，--~一一

0.16 " 57~予ゴ二坑に切られる

0.20 I 55号土坑を切り、号土坑に切られる

5，'i号土坑 ヌ刊号 L97 1.50 0.22 ~す土坑を切る
号土坑 ノト明 110 0.31 I 56号土坑を切る

59号土l冗 イヘ号日 0.70 0.66 0.19 

5C号 不ヂミて明明明明

1.02 0.80 0.12 

51号土坑 1.80 1.30 0.23 

62号土坊: (1.60) (1.14) 。目16 63・64-号土坑iこ切られる

63号土坑 (1.20) (1.00) I 62号エ坑主切り、 64号土坑に切られる

64号ゴ二坑 不明 L22 0.96 0.17 I 62 ~ 53号土坑を切る

65号土坑| 寸、明 0.64 0.54 0.113 

66与す土坑 小明 1.13 0.84 0.10 67号土坑に切られる

67号土坑 l 4、、明 (070) (0.4:う) 0009 66号こと坑を切る

68号土坑 ノトcJlj 1.00 。ι88 。司11

69号土坑| ノト明 0.98 。目70 0.1:3 

'70号土坑 不明 1.44 1.06 。16

71号土坑 ィ、t児 L15 0.96 0.12 

マ2号土:1坑 小明 1.02 (0.70) 0.23 73号土坑に切られる

ウ73五'01三r.=1:jーを古し 不明 。aウ71 0.42 0.15 7?~手土坑を切り、 74号土坑に切られる

74号土坑| 不明 (1.32) 1.16 0.21 73号コI二坑を切る
戸/:田コJヮヨ コT二万!;Jt 不明 (1.04) 0.54 。.08
76号土坑 不明 (0.66) 0.54 0.18 I 77号土坑に切られる

77号土坑 不明 0.70 0.54 0.21 76号土坑を切る

I 78号土坑 4司自 0.60 0.54 0.13 8号溝を切る

79号土坑 不明 。70 0.64 0.14 

80号土坑 不明 (0.70) (0.24) 。.25 81号土坑と撹乱lこ切られる

81号土坑 不明 (0.70) (012) 0.17 80号土坑を切り、援苦しに切られる

82号土坑 不明 0.70 0.62 0.15 

83号土坑| 不明 0.59 0.42 。“13
84号土坑 不明 (0.70) 1164 0.06 擾乱に切られる

85号土坑 不明 (1.00) (0.50) 0.20 86号土坑に切られる

86号土坑 不明 1.50 (0.53) 0.19 85号土坑を切る

87号土坑 不明 1.52 1.20 0.21 

88号土坑 不明 (0.44) (0.20) 。.10 89号土坑に切られる

89号土坑 不明 0.78 (0.44) 0.12 88守土坑を切る

90号土坑 不明 1.04 0029 0021 j覧舌Lに切られる

91号土坑 不明 0.50 0.04 。。23

92号土坑 不明 0.90 0.84 0.20 

93号土坑| 不明 0.96 0.84 0.18 

g，t号土坑| 不明 (1.14) (0.64) 。.09 95号土坑に切られる

95号土坑 不明 1.12 0.92 。.06 9'1号土坑を切る

96号土坑 小月1 1.10 0.62 0.08 

97号土坑 不明 0.52 (0.33) 0.20 ¥ 98 (， 99号土坑に切られる

98号土坑 不明 0.76 0.48 0.20 97号土坑を切る

不明 0.88 0.60 0.21 97号土坑を切る

100号土坑 不号尽 (0目90) (0.88) 0.11 

101号土坑 不明 0.69 0.48 0.21 

I 102号土坑 不明 0.80 (0.56) 0.1.6 103号土坑1::切られる

103号土坑| 不明 0.56 0.54 0.09 102号土坑を切る

104号土J完 不明 (0.90) (0.60) 0.12 105号土坑に切られる

105号土坑 フド魂 0.70 0.60 0.12 104号土坑を切る

1013号土坑 1 不明 1.56 1.26 0.12 

一一一」
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第 7節近世以降の遺構と遺物

遺構番号 時期 長さ(長径) 幅(短径) 深さ 切り合い関係

112号土坑 不明 0.88 0.58 0.13 

113号土坑 不明 1.30 0.79 0.23 

114号土坑 不明 (1.12) 0.90 0.29 115号土坑に切られる

115号土坑 不明 1.00 0.74 0.29 114号土坑を切る

116号土坑 不明 1.20 1.04 0.07 

117号土坑 不明 (0.90) (0.44) 0.16 118・119号土坑に切られる

118号土坑 不明 1.48 (0.74) 0.16 117号土坑を切り、 119号土坑に切られる

119号土坑 不明 1.00 0.80 0.09 117・118号土坑を切る

120号土坑 不明 (0.88) (0.50) 0.19 121号土坑に切られる

121号土坑 不明 0.64 0.60 0.29 120号土坑を切る

122号土坑 不明 (0.76) 0.40 0.22 9号小穴を切り、 10号小穴に切られる

123号土坑 不明 1.28 1.08 0.23 

124号土坑 不明 0.82 0.66 0.03 

125号土坑 不明 1.49 0.88 0.07 

126号土坑 不明 (0.77) (0.26) 0.11 127号土坑に切られる

127号土坑 不明 1.22 1.20 0.14 126号土坑を切る

128号土坑 不明 1.40 0.70 0.11 

129号土坑 不明 0.58 0.43 0.07 

130号土坑 不明 0.98 0.96 0.19 

131号土坑 不明 0.94 0.60 0.22 

132号土坑 不明 0.98 0.72 0.13 

133号土坑 不明 1.78 0.76 0.10 

134号土坑 不明 (13.6) 12.4 0.13 135号土坑に切られる

135号土坑 不明 (0.72) 0.71 0.31 134号土坑を切り、 136号土坑に切られる

136号土坑 不明 1.24 0.87 0.17 135号土坑を切る

137号土坑 不明 0.50 0.41 0.16 

138号土坑 不明 (1.12) (0.58) 0.07 

139号土坑 不明 0.72 0.70 0.13 

140号土坑 不明 1.40 1.10 0.05 

141号土坑 不明 1.47 0.76 0.11 

142号土坑 不明 (1.14) (0.68) 0.13 144号土坑に切られる

143号土坑 不明 (1.14) (0.68) 0.10 144号土坑に切られる

144号土坑 不明 1.80 1.20 0.14 142・143号土坑を切る

145号土坑 不明 (0.80) (0.40) 0.12 146号土坑に切られる

146号土坑 不明 1.00 0.44 0.11 145号土坑を切る

147号土坑 不明 0.70 0.50 0.11 

148号土坑 不明 1.00 0.44 0.07 

149号土坑 不明 0.64 0.56 0.25 

150号土坑 不明 (0.18) (0.40) 0.10 151-153号土坑に切られる

151号土坑 不明 0.64 (0.44) 0.13 150号土坑を切り、 152・153号土坑に切られる

152号土坑 不明 0.92 0.64 0.05 150・151号土坑を切る

153号土坑 不明 0.67 0.58 0.12 150・151号土坑を切る

154号土坑 不明 0.80 0.70 0.05 

155号土坑 不明 0.62 0.54 0.17 

156号土坑 不明 0.86 (0.48) 0.12 

157号土坑 不明 0.90 0.70 0.13 

1号小穴 不明 0.30 0.28 0.09 

2号小穴 不明 0.45 0.30 0.08 

3号小穴 不明 0.42 0.34 0.08 

4号小穴 不明 0.40 0.20 0.08 

5号小穴 不明 0.40 0.26 0.10 

6号小穴 不明 0.36 0.30 0.13 

7号小穴 不明 0.46 0.24 0.09 

8号小穴 不明 0.28 0.20 0.12 

9号小穴 不明 (0.41) 0.41 0.20 122号土坑に切られる

10号小穴 不明 0.44 0.40 0.21 122号土坑を切る

11号小穴 不明 0.45 0.36 0.11 12号小穴に切られる

12号小穴 不明 0.41 (0.20) 0.10 11号小穴を切る

13号小穴 不明 0.30 0.28 0.08 

14号小穴 不明 0.29 0.28 0.12 

15号小穴 不明 0.48 0.38 0.05 

16号小穴 不明 0.26 0.22 0.04 
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図版 挿図 軍軍ilU 出土遺構 残存部位
口径

器(cm高〉 最(大叩径〉 底〈四径〉 内 面 技 法 外 面 技 法 胎土 焼成 色調 備考

番号 番号 器 種 出土位置 (cm) 

土師器 3号底溝面状直遺上構 ほぽ完形 13.4 6.0 7.2 ヨコナデ
口縁部ヨコナデ 車且 普通

雪量
底部 木 葉 痕

50 6 
鉢 体部へラケズリ後ヨコナデ 白色粒子多 5YR6/6 

土師器 3号溝状遺構
口縁~体部片 (8.6) 3.0 ヨコナデ

ヨコナデ 普通
普通

権
手提ね土器か?

50 7 
ミーチュア 覆土上端 体部指頭庄痕有 白色・赤色粒子 7.5YR6/1 

土師器 3号潜状遺構
口縁~体部片 (8.4) 3.2 ヨコナデ

ヨコナデ 普通
普通

褐灰
手控ね土器か?

50 8 
ミーチュア 覆土上層 体部指頭圧痕有 白色・赤色粒子 5YR6/1 

須恵器 3号溝状遺構 ほぽ完形 14.6 4.7 6.0 ヨコナデ
ヨコナデ 密

竪鰍
灰白

50 9 
杯 底面直上 底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子 7.5Y7/1 

須恵器 3号覆溝土状上遺端構 ほぽ完形 15.0 4.5 5.9 ヨコナデ
ヨコナデ 密 良好

灰

50 10 杯 底部ヘラケズリ 白色粒子 5Y6/1 

須恵器 3号溝状遺構 ほぽ完形 14.2 4.7 6.2 ヨコナデ
ヨコナデ 密

望E穣1
灰

50 11 
杯 底面直上 底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子 7.5Y4/1 

須恵器 3号底溝面状直遺上構 口縁~底部片 (13.2) 3.8 7.4 ヨコナデ
ヨコナデ 密 良好

灰白
外面摩滅

50 12 
亦

底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子 7.5Y7/1 

須恵器 3号底溝面状直遺上構 ロ縁~底部片 (14.0) 4.3 5.7 ヨコナデ
ヨコナデ 密 竪鰍

灰

50 13 杯 底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子・粗砂粒 7.5Y6/1 

須恵器 3号溝状遺構
口縁~体昔日片 (9.8) 3.9 (10.0) ヨコナデ ヨコナデ

密
堅鰍

Ei< 
50 14 杯 底面直上

白色草立子 7.5Y5/1 

須恵著書 3号溝状遺構
ロ縁~体部片 (12.2) 3.0 ヨコナデ ヘラケズリ後ヨコナデ

密 竪鰍
灰白

50 15 杯 底面直上
白色粒子 N7/ 

須恵器 3号潜状遺構
体~底部片 2.1 (7.8) ヨコナデ

ヨコナァ 密
堅鰍

灰

50 16 杯 底面直上
底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子 7.5Y5/1 

須恵器 3号底潜面状直遺上構 ほぽ完形 3.6 10.4 ヨコナデ
ヨコナデ 密 堅鰍

灰

50 17 有台珂ミ
14.6 底部へラケズリ 白 色 ・ 黒 色 粒 子 7.5Y6/1 

須恵器 3号底潜面状直遺上構 ほぽ完形 4.1 11.2 ヨコナデ
ヨコナデ 密

堅轍
灰

外商は灰 7.5Y5/1
50 18 有台亦

15.0 底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子 7.5Y6/1 

須恵器 3号溝状遺構 ほぽ完形 4.0 10.8 ヨコナデ
ヨコナデ 密 蜜鰍

灰

50 19 有台坪 覆土上端
15.0 底部ヘラケズリ 白色粒子 7.5Y5/1 

須恵器 3号底溝面状直遺上構 完形 4.9 8.6 ヨコナデ
ヨコナデ 密

堅鰍
灰

助 宗 窯 産 か ?
51 1 

有台亦
12.6 底部ヘラケズリ 白色粒子・粗砂粒 7.5Y6/1 

須恵器 3号底潜面状直遺上構 ほぽ完形 4.1 11.1 ヨコナデ
ヨコナデ 密

堅鰍
灰

51 2 
有台亦

15.8 底部ヘラケズリ 白色粒子 7.5Y6/1 

須恵器 3号潜状遺構
口縁~底部片 (15.2) (10.7) ヨコナデ

ヨコナデ 害聾
察鰍

灰

51 3 
有台亦 底面直上

4.0 底部ヘラケズリ 白色粒子 N4/ 

須恵器 3号潜状遺構
口縁~底部片 (13.8) 4.4 (11.2) ヨコナデ

ヨコナデ 密
竪鰍

灰

51 4 
有台杯 底面直上 底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子 7.5Y6/1 

須恵器 3号潜状遺構
口縁~底部片 (14.1) 3.8 10.5 ヨコナデ

ヨコナデ 密
堅級

灰

51 5 
有台杯 底面直上 底部ヘラケズリ 白色粒子 7.5Y6/1 

須恵器 3号底潜面状直遺上構 (14.8) 10.7 ヨコナデ
ヨコナデ 密

室徹
灰

51 6 
有台杯

口縁~底部片 4.0 底部ヘラケズリ 白色粒子 7.5Y5/1 

須恵器 3号底潜面状底遺上構 口縁~底部片 (14.0) (11.0) ヨコナデ
ヨコナデ 草葺

堅鰍
灰

51 7 
有台j;f

3.4 底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子少 7.5Y6/1 

須恵器 3号底潜面状軍遺上構 口縁~底部片 (13.4) 9.1 ヨコナデ
ヨコナデ 密

竪鰍
灰白

外面は灰 7.5Y4/1
51 8 

有台杯
4.3 底部ヘラケズリ 白 色 ・ 黒 色 粒 子 7.5Y7/1 

須恵器 3号溝状遺構
口縁~底部片 (15.4) (10.4) ヨコナデ

ヨコナデ 密
竪鰍

灰

51 9 
有台杯 底面直上

4.1 底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子・粗砂粒 7.5Y6/1 

須有恵台器杯 3号底潜面状直遺上構 口縁~底部片 (13.6) 3.5 (10.6) ヨコナデ
ヨコナデ 密

竪鰍
灰

51 10 底部ヘラケズリ 白色・黒色粒子・粗砂粒 7.5Y6/1 

須恵器 3号潜状遺構
口縁~底部片 (15.2) (9.2) ヨコナデ ヨコナデ

密 竪鰍
灰

外商は灰 7.5Y4/1
51 11 有台杯 底面直上

4.6 白色粒子 7.5Y6/1 

須恵器 3号底溝面状直遺上構 底部片 2.0 (8.1) ヨコナデ ヨコナデ
密

良好
灰

51 12 有台亦
白色粒子 N4/ 

須恵器 3号底潜面状直遺上構 杯部片 (15.8) 4.8 (4.1) ヨコナデ ヨコナデ
密

堅級
灰

51 13 高 杯
白色・黒色粒子・粗砂粒 7.5Y6/1 
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第 7節近世以降の遺構と遺物

第8表出土土製品観察表

図版 挿図
器種名

出 土 遺 構 残存長 残存厚 E台 土 焼成 色調 備 考
番号 番号 出土位置 (cm) (cm) 

包含層 4.5 2.6 密
堅鍛

明 褐 灰
79 13 土錘

白色・黒色粒子 7.5YR7/1 

包含層 1.4 
普通

良好
様

内面布目痕あり91 12 丸瓦 5.0 
白色・赤色粒子少 7.5YR7/6 

包含層 5.7 2.1 
普通

普通
明黄褐

内面タタキ91 13 瓦?
白色粒子・粗砂粒少 lOYR6/6 

第9表出土石器観察表

図版 持図
器種名

出土遺構
石 材

最大長 最大幅 最大厚 重量
億 考

番号 番号 出 土 位 置 (叩〉 (叩〉 (四) (g) 

15 1 石鍛
1号溝状遺構

黒履石 1.80 1.40 0.30 0.5 信州産黒曜石
底 面 付 近

15 2 石核 包含層 赤玉石 1.95 1.35 1.35 3.4 伊豆産赤玉石

31 11 石鍬
環濠 ホノレンプエノレス 11.80 6.65 2.90 248.7 

石材は富士川や
第 4層 千本浜で採集可能

40 1 敵石 環濠
関緑岩 14.85 7.90 4.60 848.5 

直上包含層

40 2 敵石 遺構面直上 細粒砂岩 10.80 7.85 5.20 607.7 

40 3 敵石 遺構面直上 中粒砂岩 10.85 5.50 3.05 242.7 

40 4 敵石 包含層 中粒砂岩 9.25 8.55 3.95 430.3 

40 5 敵石 遺構函直上 輝石安山岩 10.50 5.40 3.55 303.8 

57 4 敵石
10号潜状遺構

中粒 砂 岩 17.05 6.25 3.60 541.0 
底面 直 上

90 9 四石
20号潜状遺構

軽石 11.90 9.60 5.90 165.2 
覆土

91 14 線亥日磯 包含層 ホノレンフェノレス 9.20 7.55 3.80 316.4 
石材は富士川や

一一一一一一」
千本浜で採集可能

第10表出土木製品観察表

図版 挿図
君苦手重名

出土遺構
樹 種 名

最大長 最大幅 最大厚
備 考

番号 番号 出 土 位 置 (皿〉 (叩〕 (叩〉

34 18 
用途不明 環濠

ヒノキ 13.0 8.3 2.5 
木製品 第 6層

43 18 板状木製品
1号潜状遺構

イヌマキ 41.7 8.0 3.5 
底面直上

83 3 用途不明 池状遺構
クリ 6.7 5.3 0.9 

赤色 (10R5/8) の 顔 料
木製品 覆 土 上 層 が片面に付着

83 4 又鍬状 池 状 遺 構 アカマツまたは 29.9 14.0 3.3 
木製品 覆土上層 クロマツ(二葉マツ類〉

第11表出土金属製品観察表

図版 挿図 器種名
出土遺構

材質
最大長 最大幅 最大厚 重量

備 考
番号 番号 出土 位 置 (凹) (佃) 〈叩〉 (g) 

29 8 鉄鈍
環濠

鉄 6.2 0.9 0.3 9.9 
芸部

第 3層 木質付着

83 5 棒状銅製品
手也状遺構

剖司 7.6 0.6 0.4 5.7 燦管吸口の未成品?
覆土

91 15 型呈管 遺構菌直上 量同 3.6 1.1 1.1 2.9 雁首

91 16 燦管 包含層 鋼 9.7 1.2 1.2 15.1 吸口

第12表出土銭貨観察表

図版 挿図
銭名

出土遺構
書体 国名 初鋳年 材質

銭径 内径 孔径 銭厚 重量
番号 番号 出土位置 (叩〉 (cm) (c皿〉 (佃〉 (g) 

92 1 昭和十四年 池状遺構
日本 1939年 アルミ 1.70 0.14 0.9 

カラス一銭 覆土

92 2 天襲元寅 包含層 真書 北宋 1023年 銅 2.45 2.20 0.70 0.13 1.8 

92 3 J照寧元賓 包含層 真書 北宋 1068年 銅 2.40 2.10 0.75 0.12 2.1 

92 4 元 豊 通 賓 包含層 署長害 北宋 1078年 調司 2.40 2.00 0.75 0.12 1.8 

92 5 寛永通賓(新寛永〉 包含層 真書 日本 1668&手 鋼 2.30 2.10 0.65 0.09 1.9 

92 6 寛永通賓(新寛永〉 包含層 真書 日本 1668年 豊司 2.30 2.10 0.65 0.09 1.9 
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第1節 自然科学分析

第13表生態性区分と環境指標種群

塩分濃度に対する区分 Lowe (1974)による

海水生種
強塩性種 塩分濃度40.0%。以上の高濃度海水域に生育する積

真塩性種(海水生種) 塩分濃度40.0-30.0%。に生育する種

汽水生種 中塩性種(汽水生種) 塩分濃度30.0-0.5%。に生育する種

淡水生穏 貧塩性積(淡水生積) 塩分濃度0.5%。以下に生育する種

淡水生種の生態性区分

塩分 貧塩好塩性種 少量の塩分がある方が良く生育する種

貧塩不定性種 少量の塩分があってもこれに良く耐えることができる種

貧塩嫌塩性積 小量の塩分にも耐えることができない種

広域塩性種 淡水~汽水域まで広い範閣の塩分濃度に適応できる穏

pH 真酸性種 pH7.0以下に生育し、特にpH5.5以下の酸性水域で、最も良く生育する穏

好酸性種 pH7.0付近に生育し、 pH7.0以下の水域で最も良く生育する種

pH不定性種 pH7.0付近の中性水域で、最も良く生育する穣

好アルカリ性種 pH7.0付近に生育し、 pH7.0以上の水域で最も良く生育する穫

Hustedt (1937-38)による 真アルカリ性積 pH7.0以上の水域にのみ出現する種

流水 真止水性種 止水域にのみ生育する穏

好止水性種 止水域に特徴的であるが、流水域にも生育する種

流水不定性穏 止水域にも流水域にも普通に生育する種

好流水性種 流水域に特徴的であるが、止水域にも生育する種

Hustedt (1937-38)による 真流水性種 流水域にのみ生育する種

主に海水域での環境指標穏群(小杉， 1988による)

外洋指標種群 (A) 塩分濃度が約35%。の外洋水中で浮遊生活するもの

内湾指標種群 (B) 塩分濃度35-26%。の内湾水中で浮遊生活することからそのような環境を指標することのできる種群

海水藻場指標種群 (C1)
塩分濃度35-12%。の海域で海藻(草)に付着生育することからそのような環境を指標することのできる種

群

汽水藻場指標種群 (C2)
塩分濃度12-4%。の汽水域で海藻(軍事)に付着生育することからそのような環境を指標することのできる種
群

海水砂質干潟指標穏群(D1) 塩分濃度35-26%。の砂底の砂に付着生育することからそのような環境を指標することができる種群

汽水砂質干潟指標種群 (D2) 塩分濃度26-5%。の砂底の砂に付着生育することからそのような環境を指標することができる種群

海水泥質干潟指標種群 (E1)
30-12%。の閉鎖性の角い塩性湿地など泥底の泥に付着生育することからそのような環境を指標することの
できる種群

汽水泥質干潟指標種群 (E2)
塩分濃度12-2%。の汽水化した塩性湿地などの泥に付着生育することからそのような環境を指標することの
できる種群

淡水底生穣群 (F)
2%。以下の淡水域の底質の砂、泥、水生植物などに付着生育することからそのような環境を指標することの

できる穏群

淡水浮遊生穣群 (G) 塩分濃度2%。以下の湖沼などの淡水域で浮遊生活することからそのような環境を指標することのできる種群

河口浮遊生種群 (H)
塩分濃度20-2%。の河口域で浮遊生活、あるいは付着生活することからそのような環境を指標することので
きる種群

淡水域での環境指標種群(安藤， 1990による)

上流性河川指標積群 (J) 河川上流部の峡谷部に集中して出現することから上流部の環境を指標する可能性の大きい種群

中~下流性河}II指標種群 (K)
河川中~下流部や河川沿いの海岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現することから、そ
のような環境を指標する可能性の大きい種群

最下流性河川指標種群 (L) 最下流部の三角州の部分に集中して出現することから、そのような環境を指標する可能性の大きい種群

湖沼浮遊性種群 (M) 水深が約105m以上ある湖沼で浮遊生活する種群で湖沼環境を指標する可能性の大きい種群

湖沼沼沢湿地指標種群 (N)
湖沼における浮遊生種としても沼沢湿地の付着生種としても優勢に出現することから、そのような環境を
指標する可能性の大きい種群

沼沢湿地付着生種群 (0)
沼よりも浅く水深が1m前後で一面に水生植物が繁茂している沼沢や更に水深の浅い湿地で優勢な出現の見
られることからそのような環境を指標する可能性の大きい種群

高層湿原指標積群 (p)
ミズゴケを主体とした環境や泥炭が形成される環境に集中して出現することから、そのような環境を指標
する可能性の大きい種群

陸域指標種群 (Q)
水中でなく、多少の湿り気のある土壌表面、岩の表面、コケなど常に大気に曝された好気的環境(陰域)に
集中して生育することからそのような環境を指標する可能性の大きい種群

陸域での環境指標種群(伊藤・堀内， 1991による)

陸生珪藻A群 (RA) 陸生珪藻の中でも、分布がほぼ陵域に限られる耐乾性の高い種群

陸生珪藻B群 (RB) 陸生珪藻A群に随伴し、陸域にも水中にも生育する種群

未区分陸生珪藻(悶) 陸生珪藻に相当すると考えられるが、乾湿に対する適応性の不明なもの

一
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宣言 1節 自然科学分析

破片 きさは1. ]頁吉13 ハ 4ど
司

令。 目 ある。

4 .. 

らみると、 J-33グリッドセクション'~ J>J -23グリッドセタショ し 文)ヨ

で l.~~ 6層 していることを しているものと考えられるn

にあたる1-~33(D 6層とN 23の50 LJ層

h 
0.' 

'?' ""7し
ぐ己;~)、匂 〈二ム

この~とから、こ

も産出する。このことから、覆土 トペc、/

~~ ま嘉 1 ~33 N~23 

試料番号 3 4 5 6 2 につJ 4 5 

イ才、科薬部短細胞珪酸体

イネ族イネ属 900 

タケ!lli~~l ネザザ j節 900 く100
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第 1節 自然科学分析

域環境の中で水成堆積した後、一時的に乾燥した時期も容在したと考えられる。したがって、花粉化石

や種実遺体は酸化分解が進み、残りにくかったと考えられる。

1-33の 5~3 層やN-23の 3層は、耐乾性の高い陸生珪藻A群を多く含む陸生珪藻が多産する。層相

からみて、これらの堆積物も水によって運搬されたと思われるが、その後乾燥することが多かったため、

陸生珪藻が優占する組成になったと思われる。 1-33の4・5層で陸生珪藻がやや多いのは、 N-23より

乾燥していたことを反映していると考えられ、 1-33の4層の土壌化も進んだと考えられる。これは、 I

-33の4層以下の標高がN-23よりも20cm程高いこととも整合する。

N-23グリッドセクションの 2層は、水生珪藻が多産する。湖沼沼沢湿地指標種群や沼沢湿地付着生

種群が多かったことから、浅い沼沢域であったと考えられる。 2層が3層の上位に不整合で堆積するこ

とを考慮すると、 3層堆積後のある時期に 3層の上部を削剥して 2層が水成堆積したことが考えられる。

ただし、花粉化石の保存が悪い点などから、常時水が存在していた訳ではなく、乾燥した時期もあった

と考えられる。以上のことから、環濠内の水域環境は、乾湿を繰り返すような環境下で、埋没が進行し

ていったと考えられる。

植物珪酸体分析結果を見ると、[不明jも含めたいずれの種類も、堆積物中の植物珪酸体含量に応じて

増減していることがわかる。このため、植物珪酸体の構成比をみると、各層準とも類似した割合となる。

このことから、植物珪酸体の含量の変化は、周辺植生が変化したためではなく、植物珪酸体の堆積機構

の違いによると考えられる。したがって、植生を考えるに当たっては、細かな含量の変化は考慮せず行

う。植物珪酸体組成から、周辺には、ネザサ節、ススキ属、イチゴツナギ亜科などのイネ科植物が定常

的に生育していたことがうかがえる。この中でもススキ属は全ての層準を通して他の試料よりも多く検

出されており、周辺植生の中でも主要な種類であったと考えられる。特に1-33の3層では多くのススキ

属が検出され、周辺に多く分布していたと思われる。なお、ススキ属には低湿地に生育する「オギJも

含む。潟湖が近いことから、検出されたススキ属を含むウシクサ族珪酸体は、湿地に生育する「オギ」

の可能性もあるが、環濠内の珪藻分析等の結果により、周辺が乾いた状態状況であったと推定されるこ

となどから、周辺に生育していたものは乾燥地を好むススキ類であったと思われる。ススキ類は開けた

草地を構成する種類で、乾燥した裸地に先駆的に侵入して草地を構成する。したがって、開発によって

切り聞かれた土地にこれらが広く生育していたものと考えられる。種実遺体で微量ではあるが検出され

るタデ類も聞けた場所を好む種類であり、環濠周辺などを中心に生育していたと思われる。

当時の地形環境からして、西側には浮島ヶ原の元となる潟湖が広がっていたと考えられる。浮島ヶ原

に位置する雌鹿塚遺跡で弥生時代後期~古代にかけての古植生が調査されており、スギ林や常緑広葉樹

林が優占したことが指摘されている(パリノ・サーヴェイ株式会社 1990、松原 1990)。また、弥生時代

後期前半とされる立木の調査では、アカガシ亜属やカヤが確認されている(能城ほか 1991)。おそらく

当時の森林は、山地縁辺部や低地の中でも河川の影響を受けやすいなど土地条件が悪く開発が及びにく

い地域を中心に生育していたとみられる。

なおイネ属由来の花粉化石や植物珪酸体が、少量検出される。イネ属が微量でにススキ属の方が圧倒

的に多いことを考えると、イネの生産域は離れた場所にあり、周辺には存在しなかった可能性がある。
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9 

1 . Nitzschia brevissima Grunow(l-33; 3) 

2 . Hantzschia amphioxys (Ehr.)Grunow (1-33; 4) 

3.丹innulariaboreali注 Ehrenberg(l-33;4) 

4 . Nitzschia amphibia Grunow (ト33;6) 

5 . Luticola goeppertiana (Bleisch)D.G.Mann(N-23; 4) 

6 . Diploneis ovalis (Hilse)Cleve(l-33; 6) 

7 . p.ゐconeise伊ト7ensis(Greg.)E.J.Cox (ト33;6) 

8 . Placoneis elginensis var. neglecta (Krasske)H.Kobayasi(N-23; 4) 

9 . Caloneis bacillum (Grun.)Cleve (N-23; 2) 

10 . Navicula ignota Krasske(l-33; 3) 

11 . Diadesmis brekkaensis (J.B.Petersen)D.G.Mann(l-33; 3) 

12 . Luticola mutica (Kuetz.)D.G.Mann(l-33; 4) 

13 . Staurosiヤ'eJconstruens Ehrenberg (N-23; 2) 

14 . Amphora montana Krasske(l-33; 6) 

15 . Aulacoseira ambigua (Grun.)Simonsen(N-23; 2) 

16 . Pseudostaurosira brev，必triata(Grun.)Williams & Round(l-33; 3) 

17 . Diadesmis biceps Arnott ex Grunow in Van Heurck(l-33; 3) 

写真7 珪藻化石
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1 .状況写真(1-33;3) 

3 状況写真(シダ類胞子)(1-33;5) 

5 状況写真(ヒルガオ属)(N-23;2) 

7 状況写真(シダ類胞子)(N-23;4) 

5 

2.状況写真(イネ属)(1-33;4) 

4.状況写真(シダ類胞子)(ト33;6) 

6 状況写真(N-23;3) 

8.状況写真(N-23;5) 

写真8 花粉化石
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4 

10 

10μm 10μm 2mm -_.-
8 

1 イネ属短細胞列(1-33;3) 
3ススキ属短細胞珪酸体(N-23;3) 
5.ヨシ属機動細胞珪酸体(1-33;6) 

7.ウシクサ族機動細胞列(1-33;6) 

9.サナエタデ近似種果実(N-23;5) 

(1-3) (4-8) (9，10) 

2.ススキ属短細胞珪酸体(1-33;3) 
4.イチゴツナギE科短細胞珪酸体(1-33;4) 

6.ウシクサ族機動細胞珪酸体(ト33;3) 
8.ウシクサ族機動細胞珪酸体(N-23;3) 
10 .タデ属果実(N-23;4) 

写真9 植物珪酸体・種実遺体
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j搭2摘 出土弥生土器胎土分析

パリ.--lJ-ーヴてイー←

はじめに

沼津市西通北遺跡 包 の
、
く
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を有するものが含まれることから、これらの
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1。試料

より出土した郁生土器片山点で、分析番号 1 10が付されている。これら
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第 2節 出土弥生土器胎土分析

2.分析方法

ここでは、松田ほか (1999)の方法を用いる。この方法は、土器の薄片を作製して、胎土中の砂粒に

ついて、中粒シノレトから細喋までを対象とし、各粒度階ごとに砂粒を構成する鉱物片および岩石片の種

類構成を調べるものである。この方法では、胎土中における砂の含量や粒径組成により、土器の製作技

法の違いも見出すことができるため、同ーの地質分布範囲内にある近接した遺跡間での土器製作事情の

解析も可能である。したがって、単に岩片や鉱物片の種類のみを捉えただけでは、試料閣の胎土の区別

ができないことが予想される、向ーの地質分布範閤内で作られた土器の胎土分析には、松田ほか(1999)

の方法は適当である。以下に試料の処理過程を述べる。

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断、正確に0.03mmの厚さに研磨して作製した。観察

は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用い、胎土中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構成

を明らかにした。

砂粒の計数は、メカニカノレステージを用いて0.5阻間隔で移動させ、細喋~中粒シノレトまでの粒子をポ

イント法により200個あるいはプレパラート全面で、行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計数し

た。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の 3次元棒グラフ、砂粒の粒径組成ヒ

ストグラム、子L隙・砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

3.結果

結果を第19表、第96~98閣に示す。検出された鉱物片および岩石片の種類とその量比は、試料によっ

て比較的明瞭に異なるものとほぼ同様のものとが認められた。すなわち、グルーピングすることが可能

である。特に鉱物片では、斜長石の多い組成の試料と石英と斜長石が同量程度に多い組成の試料が認め

られる。また岩石片の組成に注目すると、流紋岩・デイサイトが特に多い組成から、それに安山岩や玄

武岩の加わる組成、さらにそれらに加えて堆積岩類や花商岩類ホルンフエノレスまで含む組成が認められ

るほか、花闘岩類の多い組成も認められた。このような分析結果から、上述した順に、以下に示すA~

F類までの 6種類を設定することができる。

A類:斜長石の鉱物片と流紋岩・デイサイトの岩石片が突出して多く含まれる組成。斜長石以外の鉱

物片では、少量の石英と不透明鉱物を伴い、微量の斜方輝石と単斜輝石が含まれる。流紋岩・デイサイ

ト以外の岩石片では、微量の軽石、多結晶石英、変質岩、火山ガラスが含まれる。なお、流紋岩・デイ

サイトの斑品は輝石であり、石基には二次鉱物の黒雲母が含まれている。また、変質岩は安山岩または

玄武岩の風化岩である。今回の試料では、分析番号4の1点がA類に分類される。

B類 :A類と同様に鉱物片では斜長石が突出して多いが、岩石片では流紋岩・デイサイトがやや多く、

スコリアや安山岩および変質岩も少量ではあるが同量程度に含まれる。斜長石以外の鉱物片では、少量

の石英と微量の黒雲母および不透明鉱物が含まれる。流紋岩・デイサイトは珪長岩状組織を示し、 A類

と同様に斑晶には輝石、石基にはこ次鉱物の黒雲母が認められる。また、安山岩には沸石を含むものも

認められた。変質岩は風化岩などである。今回の試料では、分析番号1の1点がB類に分類される。

C類 :A類と同様に鉱物片では斜長石が多く、岩石片では流紋岩・デイサイトが多い。ただし、安山

岩および玄武岩の岩石片も少量伴われることが特徴となる。斜長石以外の鉱物片では、少量の石英と微

量の斜方輝石および不透明鉱物を伴い、岩石片は上述した種類以外に微量のスコリアと多結晶石英およ

び変質岩が含まれる。流紋岩・デイサイトの特徴は、上述したA類およびB類と同様で、ある。また、安

山岩と玄武岩は、新鮮でト変質していない第四紀の火山岩に由来するものが多い。今回の試料では、分析

番号10の1点がC類に分類される。
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第 2節 出土弥生土器飴土分析

砂 粒 の 種 類 構 成

分 砂 鉱 物 片 岩 石 片 そのイ由

合

析 粒 石英 クり
長石Jりb斜畏石 Jyランむ 斜方輝石 単量石 思角 酸化角石閃 アクチノ

緑廉石 雲母白 雲母黒 ノジコレ
褐廉石 不透鉱物明

チャ 頁岩 砂岩 穣岩 軽石 スコ
凝灰岩 溶結凝灰岩

流紋岩 サイデ 岩安山 岩玄武
喜石英品 高岩類

瑳長岩 レラF 緑岩色 ホノyレ粘板岩 脈石英 変質岩 珪岩化 火山ガ 植物片 珪海 海綿雲
植物量体ス り
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デト ト エ ス

ラ イ ;1〆 計

l号 分
イ サ ス
ト イ

ト

細線 。
極粗粒砂 2 1 3 

粗粒砂 6 51 7 5 1 1 3 31 7 4 42 

中粒砂 8 41 6 1 3 1 1 3 2 1 1 1 2 34 
砂

細粒砂 9 51 7 l 1 2 2 2 3 32 
6 

模細校砂 1 11 7 9 

粗粒シノレト 5 6 11 12 

中粒シノレト 1 1 

基 質 378 

孔 隙 6 

細 様 。
極粗粒砂 。
程 粒 砂 6 41 6 3 3 2 24 

中 粒砂 33 2121 7 1 3 1 2 11 8 1 80 
砂

細 粒 砂 22 3121 1111 10 3 1 72 
7 

極細粒砂 10 11 6 5 1 23 

組粒シルト l 1 

中粒シノレト 。
基 質 416 

孔 隙 3 

細 磯 。
極粗粒砂 1 1 2 

粗 粒 砂 1 4 61 31 1 15 

中 粒砂 1 2 2 2 1 1 51 2 1 17 
砂

細粒砂 1 2 3 1 1 1 6 15 
8 

極細粒砂 2 1 1 1 5 

粗粒シノレト 1 1 

中粒シノレト 2 2 

基 質 311 

孔 隙 10 

細 磯 。
極粗粒砂 2 1 3 

組粒砂 9 1 1 1 11 31 1 17 

中粒砂 28 4112 16 1 11 81 1 2 2 75 
砂

細粒砂 37 3116 1 2 13 21 1 11 2 78 
9 

極細粒砂 8 13 2 23 

粗粒シノレト 2 2 4 

中粒シノレト 。
基 質 484 

孔 隙 9 

砂細 磯 。
極粗粒砂 1 1 

粗粒砂 1 6 l 2 10 51 3 1 29 

中粒砂 2 2 12 41 6 26 

細 粒 砂 1 7 2 14 21 1 27 
10 

極細粒砂 1 3 1 1 6 

粗栓シノルト 2 2 

中粒シノレト 。
基 質 277 

孔 隙 11 
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第 2節 出土弥生土器胎土分析

3類:粗粒砂、中粒砂、細粒砂の 3者が間程度に多く、いずれかがモードとなり、かつそれらが突出

して多い組成。

4類:中粒砂または細粒砂をモードとし、両者が同理度に多く、かっこれらが突出して多い組成。

5類:細粒砂をモードとする組成

各試料の分類結果は第18表に併記する。全体的には 3類が4点と多く、他の分類は、 4類と 5類が2

点ずつ、 1類と 2類は 1点ず、つで、ある。

砕屑物の量比(第98図)は、約15%から約35%までの範囲が示されることから、ここでは 5%ごとに

段階を区切り、砕屑物量の少ない順に15--20%をI類、 20--25%をII類、 25%以上を国類とした。各試

料の分類結果は、第18表に併記する。試料金体では、 I類が2点、 II類とE類は4点ず、つに分類された。

4.考察

(1)胎土の地域性

A類からF類まで設定された鉱物片・岩石片の組成は、それぞれが土器の原材料となった土(一般には

粘土と呼ばれることが多いが、実際にはシノレトや砂も含まれている)の採取された場所の地質学的背景

を反映している。したがって、今回分析対象とした計10試料には、地質学的背景の異なる 6つの地域で

製作された土器が混在していると考えることができる。

西通北遺跡の位置する砂外|周辺の地形・地質について、沢村(1953，1955)、日本の地質「中部地方 1J 

編集委員会(1988)、町田ほか編 (2006)、杉山ほか (2010)などの記載により概観すると、すぐ東側に

は富士火山に由来する火山砕屑物からなる御殿場泥流堆積物により形成された、狩野川最下流の扇状地

性三角州が分布する。御殿場泥流堆積物は、玄武岩角喋を主体とする堆積物である(町田 1964)。狩野

川!の扇状地性三角州南側の駿河湾沿いには、白浜層群と呼ばれる新第三紀中新世~鮮新世の火山岩・火

砕岩(凝灰岩)から構成される静浦山地が分布する。白浜層群の火山岩・火砕岩のほとんどは安山岩質

または玄武岩質であるが、沼津市獅子浜背後の山地斜面、伊豆の闇市重寺付近の山地、岡市神島付近の

葛城山や城山にはデイサイトからなる貫入岩体が分布している。静浦山地の東側は、狩野川の沖積低地

(田方平野)を挟んで¥第四紀の安山岩質または玄武岩質の溶岩や火砕岩からなる多賀火山が位置し、そ

の北側に接して安山岩質または玄武岩質の溶岩・火砕岩からなる箱根火山が分布する。なお多賀火山西

麓の旧韮山町土手和田付近の山地は、白浜層群中のデイサイトの貫入岩体により構成されている。

また本遺跡の位置する砂州は、駿河湾沿いに西方に伸びて富士川扇状地に接する。この砂州は主に富

士川系の喋によって構成されており、駿河湾奥部を東向きに流れる沿岸流によって形成されたと考えら

れている(松原 1984)。したがって、砂州の地質学的背景としては、富士川流域に分布する地質という

ことができる。上述した地質記載に、尾崎ほか (2002)などを加えて富士川流域の地質をみると、下流

域の南岸には岩淵安山岩などの新第三紀鮮新世~第四紀前期更新世の安山岩類が分布するが、それより

上流側の山地には富士川層群と呼ばれる新第三紀中新世の堆積岩類からなる地質が広く分布し、さらに

上流の甲府盆地南側の山地には新第三紀中新世の凝灰岩類や火山岩類が分布、そして甲府盆地内の笛吹

川流域には新第三紀中新世に貫入した花商岩類からなる甲府深成岩体が分布している。おそらく、富士

川扇状地を構成する堆積物中には、これら多種類の岩石片やそれに由来する鉱物片が含まれていると考

えられる。そしてそれらが移動し、再堆積したものが砂州であり、移動中の淘汰はあるものの、その堆

積物中には多種類の岩石片や鉱物片が含まれていると考えられる。

今回の胎土分類におけるA--F類のうち、 A--D類までは斜長石が石英よりも多く、岩石片では火山岩

および火砕岩を主体とする組成である。上述した地質学的背景との比較から、このような組成は西通北

遺跡よりも東側の地域に由来する可能性が高いと考えられる。流紋岩・デイサイトの突出して多い組成
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第 2節 出土弥生土器胎土分析

後葉の土器は、粒径の粗い 1類と 2類、粒径の細かい 5類とに分かれるが、臨生時代中期中葉の土器は、

粒径の中程度の 3類と 4類から構成されている。砕屑物の量では、抗生時代中期後葉の土器は中程度の

II類が多い傾向にあり、少量の I類を伴うが、弥生時代中期中葉の土器は多量のE類が若干多い傾向に

あり、少量の I類を伴うという構成である。

以上述べた時期と胎土との対応関係から、弥生時代中期中葉と後葉とでは、使用されている土器の製

作と供給に関わる事情が異なっていたと考えられる。特に鉱物・岩石組成の違いからは、製作地の違い

が推定され、粒径組成および砕屑物量の違いからは、素地土の調整(砂と粘土の混合の仕方など)も異

なっていたことが推定される。中でも中葉のE類と後葉のE類では、粒径組成・砕屑物量とも異なる分類

になる事実は、製作地域が同じでも素地土の調整が時期により異なっていたことを示唆するものであろ

フ。

現時点では、各胎土分類の地域性もまだ仮説の段階であり、今後愛鷹山麓から駿河湾沿岸および伊豆

半島も含めた地域において分析例を蓄積することにより、より確かな土器製作事情を推定することがで

きるものと期待される。

引用文献

町田洋 1964 ITephrochronologyによる富士火山とその周辺地域の発達史一第四紀末期について一(そ

の1)(その 2)Jr地学雑誌.173， 293-308， 337-350 

町田洋・松田時彦・海津正倫・小泉武栄編 2006 r日本の地形.1 5 中部，東京大学出版会， 385p.

松原彰子 1989 I完新世における砂州地形の発達過程一駿河湾沿岸低地を例として一Jr地理学評論』

62A， 160-183 

松田順一郎・三輪若葉・別所秀高 1999 I瓜生堂遺跡より出土した弥生時代中期の土器薄片の観察一岩

石学的・堆積学的による-Jr日本文化財科学会第16回大会発表要旨集.1， 120-121 

日本の地質「中部地方 1J編集委員会 1988 r日本の地質.1 4 中部地方 I 共立出版， 330p

尾崎正紀・牧本博・杉山雄一・三村弘二・酒井彰・久保和也・加藤禎一・駒津正夫・広島俊男・須藤定

久 2002 r20万分の 1地質図幅「甲府J.I 地質調査所

沢村孝之助 1953 r 7万5千分の 1地質図幅「沼津J.I 地質謂査所

沢村孝之助 1955 r 5万分の 1地質図幅「修善寺J.I 地費調査所， 47p

杉山雄一・水野清秀・狩野謙一・村松 武・松田時彦・石塚治・及川輝樹・高田亮・荒井晃作・岡村行

信・実松健造・高橋正明・尾山洋一・駒揮正夫 2010 r20万分の l地質図幅「静岡・御前崎J(第

2版).1 独立行政法人産業技術総合研究所地質調査総合センター
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第W章理化学的分析

1分析番号1(環濠第3層弥生中期後葉査)

2.分析番号2(環濠第3層弥生中期後葉聾)

3.分析番号4(環濠第4層弥生中期後葉聾磨消線文聾)

PI:斜長石.Sh:頁岩 Pm:軽石 Da:デイサイト.An:安山岩.

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

写真10 胎土薄片①
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第 2節 出土弥生土器胎土分析

4.分析番号5(環濠第5層弥生中期中葉査)

5.分析番号8(環濠第6層弥生中期中葉聾磨消線文聾)

6.分析番号10(環濠底直上弥生中期中葉聾)

Qz:石英.PI:斜長石.Ho:角閃石.Bi:黒雲母.Da:デイサイト Bs:玄武岩.Gr:花嗣岩

P:子L隙.

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

写真11 胎土薄片②

O.5mm 
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第IV章理化学的分析

L 
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I j¥AAJ、 1凶未満の場合は IAaAJと第20表に記載する。
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~、基準試料からのずれを二子分偏差
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補正した値 していな

1桁を丸めて10年単位で表示される。
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第 3節放射性炭素年代 (AMS測定)

誤差範囲に入る確率が68.2%であることを意味する。

(3) pMC (percent Modern Carbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合である。 pMC

が小さい e4Cが少ない)ほど古い年代を示し、 pMCが100以上 e4Cの量が標準現代炭素と同等以

上)の場合Modernとする。この値も 813Cによって補正する必要があるため、補正した値を第20

表に、補正していない値を参考値として第21表に示した。

(4) 暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去の

14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 14C年代に対応する較

正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差(lσ=68.2%)あるいは 2標準偏差 (2a =95.4%) 

で表示される。グラフの縦軸が14C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラムに入力

される値は、 813C補正を行い、下ー桁を丸めない14C年代値である。なお、較正曲線および較正

プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によっても結果が異

なるため、年代の活用にあたってはその種類とパージョンを確認する必要がある。ここでは、暦

年較正年代の計算に、 IntCa109データベース (Reimeret al. 2009) を用い、 OxCalv4.1較正プロ

グラム (BronkRamsey 2009)を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベース、プ

ログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として第21表に示した。

暦年較正年代は、 14C年代に基づいて較正 (calibrate)された年代値であることを明示するために

r cal BCjAD J (または rcal BP J)という単位で表される。

6.測定結果

環濠に関わる試料の14C年代は、直上包含層出土のNo.1が90::t20yrBP、No.2が860土30yrBP、第4層

出土のNo.5が2500士30yrBP、第 5層出土のNo.6が2240土20yrBPである。環濠覆土出土試料について

検討すると、覆土第4、5層から弥生時代中期の土器(中期中葉主体)が出土していることに照らして、

暦年較正年代 (1a)でBC4世紀前半とBC3世紀前葉から中葉頃の範囲が示されている第 5層出土

No.6の年代値が整合的と考えられる。第4層出土のNo.5はNo.6よりも若干古い値を示した。直上包

含層のNo.1は暦年較正年代(1a)で17世紀末以降、 No.2は12世紀後半から13世紀初頭の範囲となっ

ている。周辺の包含層から弥生時代中期中葉から奈良・平安時代までの土器が混在して出土しているこ

ととあわせて、これら 2点の年代値は環濠が存続した期間の下限を矛盾なく示している。

9号土坑列出土木炭No.3の14C年代はModernで、ある。

157号土坑出土木炭No.4の14C年代は180::t30yrBPで、暦年較正年代 (1a)は17世紀後半以降の範囲

となった。 157号土坑は環濠の内側に位置しているが、この土坑が環濠よりもず、っと新しい時期の遺構で

ある可能性を示す結果となった。

炭素含有率はすべて60%を超える十分な債で、化学処理、測定上の問題は認められない。
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第IV章理化学的分析

第20表

測定番号

JAAA-100634 I No.3 

L'¥A，I'I.-100635 I No.4 

IAAA-IOO(3:36 I No.5 

IltiV示京一戸川

2a暦年代範囲

1691caiAD-1730caμ，D (25.8%) 

l81OcalAD-i923calAD (69.6%) 

1050caLAD-I083calAD ( 8.5%) 

1125ca!AD-1l36caLAD ( 1.8%) 

I仙川間3 870土20I 89.'76土0.25I 863土25I川 4ca1AD-山 3caLAD(68.2%) I 1151叫ひ1225ca叩 ( 郎 防 )

山 100634I Niod--za  Mod己m

Stuiv.er J¥ιJLnd Polach上LiL1977 Discus.slorい 。f14C 

Bronk C.2009 。fradiocar1oon 

12a3caLL¥D.，1242cal.tj1.D ( 1.1 %) 

12'17cali主D-1252ca1AD( 8.6%) 

l<_adioc正irbart1'9 

RαEiiocαγちon51 

3E~5-368 

[参考値?

Reimer， E J. et aL 2009 IntCa109 and Marine09 radiocarbon age caHlコrationcurles， 0 OO(J yεars 

Radiocarbo幻 51 1111-1150 
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放射性炭素年代 (AMS測定)

IAAA-100633 R_Date(863，25) 
68.2% probability 

1164 (68.2略)1213calAD 
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第 1節環境の特徴と機能について

も書く。溝と同じように一種の水路でもありかっ水を貯える施設でもあるが、考古学上の遺跡では、古

墳のまわりや屋敷や城郭のまわりをはじめ生産遺跡・集落遺跡などに、この種の施設がみられる。jとあ

る。また、「ほり」にどの文字をあてるかについては[堀と濠とが最も適切で、あるが、『堀』の場合、『穿

孔』の意味も強いので、むしろ『濠』が適当であろう。すなわち周譲・環濠のように用いてもよいj と

される。環濠と言えば弥生時代の集落外縁に巡らされる特有の施設と理解されることが多いが、古墳時

代の豪族居館や中・近世の屋敷を巡る濠もある。環濠が取り囲むものは居住域だけでなく、貯蔵穴群や

工房群、墓域である場合もある。また、縄文時代の環濠の存在も指摘され、祭杷等に用いられる非日常

的な空間と考えられる(岡村 1997など)など、環濠の性格やその機能について統一的な見解が定まって

いる状況とは言ぃ難い。そこで本書では、居住域の有無をもって「環濠j呼称の可否は問わない立場を

とる。

本遺跡で検出された大型溝状遺構を環濠とした根拠には、①遺構の規模(長さ・幅・深さ)②平面形

態③断面形態の 3点が挙げられる。他地域における弥生時代中期の環諜と比較しながら、この 3点につ

いて検討を進めていきたい。本遺跡の環濠の規模は、総延長約120m、平均幅2.5m、最大幅4.5m、検出

面からの深さは 1m前後を測る。規模については、環濠の典型的な事例とされる神奈川県横浜市の大塚

遺跡例(武井編 1991)などと比較しても見劣りするものではないだろう。小出輝雄氏は、南関東地方の

郵生時代中期後葉の環濠を集成検討した結果、中期の環濠の平面形態は「円への指向Jを最も基本的な

要素としており、後期に多くみられる直線的な「条溝」タイプの環濠は認められない点を指摘している

(小出 2006)。本遺跡の環濠の平面形態も、円弧状を描いており、弥生時代中期の[円への指向」をもっ

環濠の一例として捉えることができょう。環濠の断面形態については、第101図に示されるように、台地

上の遺跡では断面V字形のいわゆる薬研掘りが多い。その反面、池上遺跡のような低地付近(自然堤防

上)の遺跡では、本遺跡のような断面U宇形あるいは逆台形に近い形態のものも認められる。また、大

〆
大塚(神奈川)

私ヲd ~ ゑJ ゑd
綱崎山(神奈川)

池上(埼玉)

ゑヲ4み必
西通北(静岡)

大崎台(千葉)

8=1: 120 3m 

第101図 弥生時代中期環濃の断面形態の諸例(武井編 19911をもとに作成)
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塚遺跡のように台地上に立地しながらも、断面U字形のものも存在している。本遺跡の環濠の断面形態

は低地における弥生時代中期の環濠として妥当なものと思われる。

以上の 3点の検討から、本書では西通北遺跡で検出された大型の溝状遺構を「環濠」と呼ぶ。

2. I空壕jか[水濠jか

環濠の「ごうJの字を「濠jとすべきか「壕jとするか意見が分かれるところである。水を湛えた環

「濠j と、底を覗いて掘り方を見通せる環「壕Jとでは、「ほり」としての機能も異なったものと考えら

れる。西通北遺跡の環濠が、水濠かあるいは空壕であったか、またその機能を特定することを目的とし

て、本調査期間中に環濠に対する自然科学分析を実施した。環濠覆土6層の各層位から採集したサンプ

ノレを対象に珪藻分析、花粉分析、花粉イネ属同定、植物珪酸体分析、種実分析を行い、当時の古環境に

関する情報を得ることができた。分析結果は第IV章第 1節に詳述されているが、珪藻分析によって水生

珪藻の化石が数多く認められ、環濠は水を湛えていた時期があったことが判明した。ただし、常時環濠

内が浸水していた訳ではなく、乾燥した時期もあったと考えられ、環濠は乾湿を繰り返すような環境下

で、埋没が進行していったことが考えられた。また、種実分析によってススキ属が全ての層位を通して

多く検出されるなど、当時の周辺植生は湿生植物が繁茂する湿地のような環境下であったことが考えら

れる。環濠の周辺が水捌けの悪い湿地であったことも、環濠が水を湛えていたことを想起させる。

環濠が水濠であったことは、自然科学分析の結果以外でも、確認することができた。写真12は環濠の

側壁の様子である。濠の中央よりやや下位に、ほぽ同じ高さで横位の10cm前後の窪みが認められる。こ

の窪みは環濠内のほぼ全域で認められた。環濠が埋没する過程で、この窪み付近が底面となった際に、

濠の中に溜まった水の侵食作用によって生じた窪みであることが考えられる。このことから、環濠内に

水が10cm程溜まっていた時期が存在したことが推定される。また、土器の出土状況からも環濠の状態を

写真12 環濠側壁の窪み

-148-



第1節環境の特徴と機能について

知ることができる。環濠内の土器出土状況については、第III章第 2節で詳述したように、第5・6層で

まとまって出土する土器集中が4箇所認められた。土器は局所的に出土する地点が数箇所あるだけで、

満遍なく出土する訳ではなく、土器が出土しない箇所では、まさに一片の土器片の出土も認められなかっ

た。土器集中における土器は同一個体のものが多く、接合すれば完形に近い状態にまで復原できる土器

もあった。すなわち、数個体の土器が濠の中に転落あるいは廃棄されたような印象を受ける出土状況で

あった。もし、環濠の中に水が溜まっており、流路の知く水の流れがあったのであれば、濠の中へ落ち

た土器の破片が一面に散乱したような出土状況になることが想定されよう。つまり、環濠内の土器は濠

の中を水流などによって移動はしなかった、土器を移動させるほどの流れはなかったと考えることがで

きる。そのことを傍証するように、出土した土器の破面は鋭く、流れてローリングを受けた土器に特有

の摩滅したような痕跡を認めることはできなかった。

珪藻分析の結果や濠の中あるいは周囲に湿生植物が繁茂していたような植生、側壁面の水の浸食の痕

跡から、環濠には水が溜まっていた、つまり水濠であったと考えられる。ただし、自然科学分析で得ら

れた乾湿を繰り返したような環濠の水域環境、集中的かっ局所的な土器出土状況、出土土器には大きく

摩滅したような痕跡が認められなかったことから、水は溜まっていたものの環濠は流路としては使用さ

れていなかったことが分かる。また、付け加えるのであれば、覆土には砂や砂利を含む層が認められな

かったことも環濠内に流れがなかったことの状況証拠と言える。環濠は雨水等か?留まるにまかせたまま、

乾湿を繰り返していたのであろう。

3.環濠の性格と機能

環濠には、今まで①害獣の進入を防ぐ②敵対する集団の進入を防ぐ③土地の境界を区画する④精神的

な結界として区画する⑤導水や排水のための流路とする⑥廃棄物を処理する等のいくつかの用途が推定

されてきた。特に、佐原真氏は弥生時代に起こった戦争を証拠立てる根拠のーっとして環濠集落の存在

を挙げている(佐原 1999)。愛知県の朝日遺跡で検出された逆茂木や佐賀県の吉野ヶ里遺跡で見つかっ

た物見櫓の存在と合わせて、環濠は防御的機能をもつものとして通説化していった感もある(佐原 1991・

2002、田中 1991、森岡 1991など)。一方、東日本弥生社会における環濃の機能として、捕虜収容所の如

く村人の逃亡を防ぐため(岡本 1998)、集団の内的結束を図るため(久世 2001)、集落の形成や再生を

記(祈)念して掘られた(小出 2006)などの環濠と戦争とを直接結び付けない用途が提示されている。

上記のような環濠に対する研究や評価を踏まえて、西通北遺跡における環濠の性格と機能を考えてみ

たい。用途①や②のように本環濠に防御的な機能を想定することには、慎重にならざるを得ない。積極

的に集団同士の抗争を示す遺物や防御性の高い施設を備えていたとは考え難いためである。出土遺物は

土器を除けば石鍬に鉄錨、不明木製品のみであり、土層断面の観察からは、環濠の内側ないしは外側か

ら積み上げた土が流入している痕跡は認められなかった。土塁ないしは土手のような構造物は環濠には

伴わなかった可能性が高い。ただし、本環濠の幅は平均2.5m、最大で4.5m程を測り、容易に飛び越え

ることはできない。用途①に関してのみ、ある程度機能し得たことが考えられる。用途③や④の区画に

ついては、本遺跡が起伏の少ない低地上に位置していることを考慮すれば、濠によって内外を境界する

ことは自然なことと考えられる。ただし、現時点では環濠の内側の様相が判明していないことから、そ

れ以上踏み込んで検討を加えることは難しい。用途⑥は検証が困難であるが、環濠内へ廃棄物を処理し

ていたか否かは、土器の出土状況から考えると、少なくとも環濠内は土器捨て場あるいは土器溜まりの

ような様相は呈していなかった。埋没(機能停止)時に数個体の土器が廃棄あるいは転落した痕跡が認

められるほかは、環濠内は比較的整然としている印象を受ける。

用途⑤に関しては、調査成果から踏み込んだ検討が必要とされる。前述したように環譲が水濠で、ある
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第V章 考察

ムイy〆

5伽1

第104図 1・8号溝状遺構の配置

び沼津市大平地区以西、沼津市東椎路・大諏訪に及

ぶ、現在の沼津市域の大部分を含むものである(第

103図)。

奈良時代までに施行された条里制が、ほぽ郡を基

本単位とした統一的な土地区画制度であることを考

慮すれば、駿河郡における統一条里を想定すること

が、現状では合理的と考えられる。

2.溝状遺構の特徴

ほぽ正方位に区画される駿河条里を念頭において

考えれば、本調査で検出された 1・8号溝状遺構は

古代条里を意識して掘削された可能性も考えられる。

1号溝状遺構はやや蛇行するものの、ほぽ東西方位

に延伸し、上端での平均幅1.5m、平均深度0.25mを

測る。長さは調査区内で80m程を確認でbきたが、西

端・東端はさらに調査区外へと続いている。他の溝

状遺構や土坑と比べ、掘り込みが深く、調査区内を

途切れることなく横断する点、区画や地割を意識し

たものと思われる。また、出土遺物から 8世紀代に

掘削されたものと考えられる。 8号溝状遺構は、蛇

行しながらも、概ね南北方位に延伸し、上端での平

均幅 1m、平均深度0.15mを測る。長さは調査区内

で、26m程を確認できた。南端は途切れるが、北端はさらに調査区外へと続く。 1号溝状遺構の東端と 8

号溝状遺構の北端は結節あるいは交差する可能性もあるが、推定結節点が調査区外にあたるため確認は

できなかった。 1号溝状遺構に隣接する 3・5号溝状遺構からは、土師器や須恵器の集中出土が認めら

れ、出土状況や出土土器の破面が磨滅していない点などから、付近での廃棄が想定された。調査区外に

あたる 1号溝状遺構の北方には律令期の居住域が展開していた可能性も考えられる。

駿河条里との関連を推定するには、情報と根拠に乏しい感も否めないが、坪呼称地に位置する遺跡で

検出された正方位に準する遺構として取り上げておきたい。
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西通北遺跡の調査成果は抗生時代や奈良・平安時代を中心に多岐に渡る。最後に本調査の成果から判

明したことを整理し、まとめとしたい。

弥生時代中期中葉の環濠の発見は、本調査における大きな成果のーっと言える。環濠内出土遺物から

は当時の人々の生活を窺い知ることができたものの、調査範囲の制約により、環濠内部の集落の様相は

判明しなかった。弥生時代中期中葉の集落としては、静岡県中部地域において静岡市の有東遺跡・ )11合

遺跡・瀬名遺跡で、集落関連の遺構が見つかっている。また南関東地方に目を向けると、神奈川県小田原

市の中里遺跡では多数の竪穴住居祉や掘立柱建物跡、方形周溝墓が検出されており、千葉県君樟市の常

代遺跡でも当該期の方形周溝墓や堰跡、また多量の木製農具が出土している。これらの事例は、弥生時

代中期中葉に本格的な農耕集落が南関東地方にまで定着していることを示している。このことから、静

岡県東部地域においても本格的な農耕集落の存在は予測されていたが、今回の西通北遺跡の調査成果は、

静岡県東部地域における当該期の社会を探るうえで、また東日本の農耕集落の出現を考えるうえでも重

要な役割をもっと言えよう。

7世紀末から 9世紀にかけての溝状遺構や土坑が認められ、 3• 5溝状遺構では土師器や須恵器が集

中して出土した。出土状況から、これらの土器は流れ込みによるものではなく、付近での廃棄等が想定

され、近辺に当該期の集落が存在していたことを窺わせる。また、正方位に準じて延伸する 1・8号溝

状遺構は古代の駿河条里に則って掘削された土地区画溝である可能性が考えられる。出土した須恵器の

中には、口縁部が歪むなどの焼け歪みが認められる焼成失敗品あるいは焼成不良品も含まれていた。こ

うした失敗品・不良品をも生産地から製品として供給されている点は、消費地としての本遺跡の特徴を

示すものと考えられる。周辺に展開したであろう集落も、官衝等とは無縁であったのであろうか。

10世紀以降も遺構は検出されなかったものの、遺物の出土は認められ、断続的に人為的活動が営まれ

ていたことが窺える。池状遺構とその周辺の溝状遺構や土坑の存在から、近世以降も居住域あるいは稲

作や畑作といった生産域として、当地が活用されていたことが考えられる。
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発掘調査及び報告書作成に当たっては、以下の方々から多くの御教示・御指導を賜った。記して厚く

御礼申し上げる。そして、現地調査・資料整理において、多くの方々の献身的な作業によって円滑に調

査を遂行することができた。末筆ながら記して感謝申し上げたい。

(敬称略・順不同)

池田治植田雄己植松章八押方みはる相木善治今野まりこ佐野五十三篠原和大鈴木ー有

鈴木敏則鈴木敏弘高尾好之立花実土屋了介賛元洋西川修一林雅恵林美佐松井一明

山岸良二山本恵一渡井英誉
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五十嵐高丸石川益男井出忠夫井原和子上原きく江宇樟木美紀遠藤裕己奥山幸雄

小野三千男笠間公雄木村義子熊坂勇桑山隆充後藤正司小長井建昭杉村桂子杉山満義

鈴木稔諏訪隆明世利忠芹津志江田川美恵子土屋辰雄永島民雄中山忠義中村未幸

奈良輪庄吉橋本金五郎服部正浜田清治原田郷子深津文夫福田千征細谷政以

本間日出男松浦美智枝松岡潔松下隆宣水落安治水上綾子望月久美子八木範夫

山田里美山田武義行藤たけし吉村たまみ吉村秀雄米山美代子和田勝基渡辺昇

整理作業員

池松由貴子落合高志加藤百合子小泉文香佐々木富士子森田矢穂里

写真13 アフガニスタン研修生を現地に迎えて
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図版 1
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1 西通北遺跡違景(南東より)

2 西通北遺跡完掘状況遠景(東より)



図版2

西通北遺跡完掘状況全景(合成)



図版 3

1 環濠全景(南東より) 2 環濠西部完掘状況(南東より)

3 環濠中部完掘状況(東より) 4 環濠東部完掘状況(東より)



図版4
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環濠土層断面①

(北西より)

2 環濠土層断面②

(東より)

3 環濠土層断面③

(西より)



図版 5

1 環濠土層断面④(西より)

2 環濠土器出土状況①(南西より) 3 環藻土器出土状況②(北東より)

4 環濠土器出土状況③(北西より) 5 環藻石鍬出土状況(北西より)



図版6

1 環濠土器出土状況④(南東より)

2 環濠土器出土状況⑤(南西より) 3 環濠鉄施出土状況(西より)



図版 7

1 3号溝状遺構上端土器出土状況①(北東より)

2 3号溝状遺構上端土器出土状況②(北東より) 3 3号溝状遺構土器出土状況①(北より)

4 3号溝状遺構土器出土状況②(北東より) 5 



図版8

5号溝状遺構遺物出土状況(北より)

2 池状遺構土層断面(南西より)



図版 9

1 池状遺構遺物出土状況(東より)

2 20号溝状遺構遺物出土状況(西より)

3 近世陶器出土状況(北より)
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弥生土器壷①



図版 11 
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33-1 

33-4 33-3 

33-1 

弥生土器壷②



図版12
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弥生土器壷③



図版 13
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32-3 

1 弥生土器壷④

29-5 

2 弥生土器聾①



図版14
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弥生土器聾②



図版 15
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弥生土器聾③



図版16

30-2 

1 環濠出土弥生土器壷

29・6 32-6 

2 環濠出土弥生土器聾



図版 17
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48-20 

土師器坪・聾①



図版18
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土師器坪・聾・鉢



図版 19

48-19 

1 3号溝状遺構出土土師器聾

53-4 53田9

53-10 76-14 

2 土師器杯・聾②



図版20

1 遺構外出土土師器坪

2 土師器高坪



図版 21
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2 須恵器亦①
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須恵器坪②



図版 23
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51-13 51-14 

須恵器杯・高坪・杯蓋



図版24

51-4 
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